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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属塩溶液から金属を析出させて基板上に金属の層を形成する方法であって、前記基板
表面中に膨張黒鉛が存在しており、かつ前記膨張黒鉛の表面積が３００～２６００ｍ2／
ｇであることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記基板が熱可塑性成形用組成物を含み、該熱可塑性成形用組成物が、成分Ａ、Ｂ、Ｃ
及びＤの総質量（１００質量％）に対して、
　ａ　成分Ａとして２０～９９質量％の熱可塑性ポリマー、
　ｂ　成分Ｂとして１～３０質量％の膨張黒鉛、
　ｃ　成分Ｃとして０～１０質量％の分散剤、及び
　ｄ　成分Ｄとして０～４０質量％の繊維状の又は粒子状の充填材、又はこれらの混合物
を含むか、
　或いは、成分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＥの総質量（１００質量％）に対して、
　ａ　成分Ａとして２０～９８質量％の熱可塑性ポリマー、
　ｂ　成分Ｂとして１～３０質量％の膨張黒鉛、
　ｃ　成分Ｃとして１～７０質量％の平均粒子径が０．０１～１００μｍである導電性粒
子、
　ｄ　成分Ｄとして０～１０質量％の分散剤、及び
　ｅ　成分Ｅとして０～４０質量％の繊維状または粒子状の充填材、又はこれらの混合物



(2) JP 5575669 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

とを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　用いる成分Ａが、衝撃変性ビニル芳香族コポリマー、スチレン系の熱可塑性エラストマ
ー、ポリオレフィン類、ポリカーボネート類、ポリアミド類、ポリ塩化ビニル、ポリエス
テル類、エポキシ樹脂、及び熱可塑性ポリウレタン、及びこれらの混合物からなる群から
選ばれる一種以上のポリマーを含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記基板に分散液が供給され、該分散液が少なくとも部分的に乾燥及び／又は少なくと
も部分的に硬化され、また前記分散液の少なくとも部分的な乾燥及び／又は少なくとも部
分的な硬化の後で、金属が化学めっき及び／又は電解めっき法により析出され、前記分散
液が、
　ａ’　成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’の総質量に対して０．１～９９．９質量％の有機結着剤
成分Ａ’、
　ｂ’　成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’の総質量に対して０．１～３０質量％の膨張黒鉛成分Ｂ
’、
　ｃ’　成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’の総質量に対して０～９９．８質量％の溶媒成分Ｃ’、
必要に応じて、更に、少なくとも一種の以下の成分：　
　ｄ’　成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’の総質量に対して０．１～５０質量％の分散剤成分Ｄ’
、及び
　ｅ’　成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’の総質量に対して０．１～５０質量％の充填材成分Ｅ’
を含むか、
　或いは
　ａ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～９９．８質量％の有機結着剤成分
Ａ、
　ｂ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～３０質量％の膨張黒鉛成分Ｂ、
　ｃ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～７０質量％の平均粒子径が０．０
１～１００μｍである導電性粒子成分Ｃ、
　ｄ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０～９９．７質量％の溶媒成分Ｄ、
必要に応じて、更に、少なくとも一種の以下の成分：　
　ｅ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～２０質量％の分散剤成分Ｅ、及び
　ｆ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～４０質量％の添加物Ｆ
を含む請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記結着剤成分Ａ’が、ポリマーまたはポリマー混合物からなる請求項４に記載の方法
。
【請求項６】
　前記分散液が、構造性または非構造性の形で基板に塗布される請求項４又は５に記載の
方法。
【請求項７】
　化学的及び／又は電解めっき法に先立って表面活性化された膨張黒鉛含有基板表面が、
金属の析出に使用される請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも部分的に、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法から得られる導電性金
属層を含む基板表面。
【請求項９】
　無電流法及び／又は電解めっき法により金属化可能な成形物製造用の熱可塑性成形用組
成物であって、成分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＥの総質量（１００質量％）に対して、
　ａ　成分Ａとして２０～９８質量％の熱可塑性ポリマー、
　ｂ　成分Ｂとして１～３０質量％の膨張黒鉛と
　ｃ　成分Ｃとして１～７０質量％の平均粒子径が０．０１～１００μｍである導電性粒
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子、
　ｄ　成分Ｄとして０～１０質量％の分散剤、及び
　ｅ　成分Ｅとして０～４０質量％の繊維状または粒子状充填材、又はこれらの混合物を
含み、かつ前記膨張黒鉛の表面積が３００～２６００ｍ2／ｇであることを特徴とする組
成物。
【請求項１０】
　用いる成分Ｃが、金属粉を含む請求項９に記載の熱可塑性成形用組成物。
【請求項１１】
　無電流法及び／又は電解めっき法で金属化された成形物の製造方法であって、請求項９
又は１０に記載の熱可塑性成形用組成物を溶融状態で混合し、次いでこれを押出成形また
は射出成形し、次いで必要に応じて、１工程以上の他の成形プロセスを実施し、最終的に
無電流法及び／又は電解めっき法により金属塩溶液から金属層を析出させる（必要に応じ
て無電流法及び／又は電解めっき法による金属析出の前に、熱可塑性成形用組成物の表面
を活性化する）ことを特徴とする製造方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の製造方法で製造された金属化成形物。
【請求項１３】
　銅及び／又はクロム及び／又はニッケルからなる一層以上の金属層を含む請求項１２に
記載の金属化成形物。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の金属化成形物を含む、導電性部品、電磁波の吸収材、アッ
テネーター又は反射材等のＥＭＩ遮蔽装置、ガスバリア材、或いは装飾部品、特に自動車
剤分野、衛生分野、玩具分野、家庭用品分野、又はオフィス分野での装飾部品。
【請求項１５】
　非導電性基板上への金属層形成用の分散液であって、
　ａ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～９９．８質量％の有機結着剤成分
Ａ、
　ｂ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～３０質量％の膨張黒鉛成分Ｂ、
　ｃ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～７０質量％の平均粒子径が０．０
１～１００μｍである導電性粒子成分Ｃ、
　ｄ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０～９９．７質量％の溶媒成分Ｄ、
必要に応じて、更に、少なくとも一種の以下の成分：　
　ｅ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～２０質量％の分散剤成分Ｅ、及び
　ｆ　成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～４０質量％の添加物Ｆ
を含み、かつ前記膨張黒鉛の表面積が３００～２６００ｍ2／ｇであることを特徴とする
分散液。
【請求項１６】
　用いる成分Ｃが、金属粉を含む請求項１５に記載の分散液。
【請求項１７】
　請求項１５又は１６に記載の分散液の製造方法であって、
　ａ’）　成分Ａ～Ｃと、少なくとも成分Ｄの一部と、必要に応じて更に成分ＥとＦと、
他の成分とを混合する工程、及び
　ｂ’）　前記混合物を分散する工程
を含む製造方法。
【請求項１８】
　非導電性基板の表面の少なくとも一部に金属層を形成する方法であって、
　ａ）　請求項１５又は１６に記載の分散液を前記基板上に少なくとも部分的に塗布する
工程、
　ｂ）　前記基板上に形成された分散液層を少なくとも部分的に乾燥及び／又は部分的に
硬化させる工程、及び



(4) JP 5575669 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

　ｃ）　無電流法及び／又は電解めっき法により、少なくとも部分的に乾燥及び／又は少
なくとも部分的に硬化された分散液層上に金属を析出させて金属層を形成する工程［必要
に応じて、工程ｂ）と工程ｃ）の間に、少なくとも部分的に乾燥及び／又は硬化された分
散液層の表面を活性化する工程］
を含む方法。
【請求項１９】
　少なくとも部分的に、請求項１８に記載の方法で得られる導電性金属の層を有する基板
表面。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属塩溶液からの金属を析出させて基板上に金属層を形成するための方法と
分散剤と、基板上に金属層を形成するための膨張黒鉛の利用と、金属化可能な熱可塑性成
形用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　非導電性材料、例えばプラスチックの金属化には、既知の方法がある。これらの金属化
された部品、例えば金属化プラスチック部品は、巾広い応用分野で利用されており、例え
ばこれらの電気伝導度のため電気部品としての利用が可能である。これらは、金属のみか
ら作られた部品と外観が同じであって重量や生産コストが低いという利点を持つため、特
に装飾分野で広く利用されている。
【０００３】
　プラスチックに電気伝導性を与える（電解めっき法による金属析出で前処理が必要）あ
る既知の方法は、炭素ナノチューブまたは炭素ナノフィルリルをプラスチックまたは塗料
分散液に導入することである。これらの導電性炭素ナノチューブの他の利点は、これらが
、例えば金属粉より軽いことや、通常プラスチックの靭性を強化することである。好適な
製造方法、熱可塑性成形用組成物、または分散液が、例えばＷＯ２００８／０１５１６９
やＷＯ２００８／０１５１６７、ＷＯ２００８／０１５１６８に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ２００８／０１５１６９
【特許文献２】ＷＯ２００８／０１５１６７
【特許文献３】ＷＯ２００８／０１５１６８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、化学めっき及び／又は電解めっき法により金属塩溶液から金属を析出
させて基板上に金属層を形成する方法の改善方法を提供することである。ある特定の目的
は、比較的短い電解めっき時間で低コストかつ好品質で、基板上に基板によく接合した金
属層を形成して、比較的軽い金属化基板を与える方法を提供することである。
【０００６】
　本発明のもう一つの目的は、既知の金属化可能な成形物と比べると機械的特性、特に強
靭靭性や成形性に、また加工特性、例えば複雑な形状の部品の製造のための成形プロセス
における加工特性に優れ、プラスチック表面に複雑な前処理を施すことなく金属化が可能
で、さらに低重量と高表面電気導電性とからなる改善された組合せの性能をもつ金属化可
能なプラスチック成形物を提供することである。
【０００７】
　本発明のもう一つの目的は、既知のシステムと比べると低重量や良接着性、良分散性、
良流動性、高電気伝導性からなる改善された組合せの性質を持ち、速やかに金属化が可能
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な、非電気伝導性基板の均一で連続的な金属性塗料用の最適化システム特に導電性ラッカ
ーまたは導電性分散液を用いるシステムを提供することである。
【０００８】
　本発明のもう一つの目的は、裏打ち材上に、導電性で構造性または非構造性の表面（こ
れらの表面は均一かつ連続的に導電性である）を形成する代替プロセスを提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
したがって、上述した化学めっき及び／又は電解めっき法により金属塩溶液から金属を析
出させて基板上に金属の層を形成する方法が見出された。これらの方法に必須の要素は、
基板の表面が膨張黒鉛を含んでいることである。
【００１０】
　また、基板上に金属層を形成するためへの膨張黒鉛の利用も見出された。
【００１１】
　本発明の方法により、化学めっき及び／又は電解めっき法により金属塩溶液から金属塩
を析出させて基板上に金属層をより効率的に形成することができる。特に、本発明の方法
により、比較的短い電解めっき時間で低コストかつ好品質で、基板によく接合する金属層
を基板上に形成することができるようになる。得られる金属化基板は比較的低重量である
。
【００１２】
　無電流法及び／又は電解めっき法により金属化が可能な成形物の生産用の熱可塑性成形
用組成物は、成分ＡとＢとＣとＤの総質量（１００質量％）に対して、
　ａ　成分Ａとして２０～９９質量％の熱可塑性ポリマーと、
　ｂ　成分Ｂとして１～３０質量％の膨張黒鉛と、
　ｃ　成分Ｃとして１～７０質量％の導電性粒子で、平均粒子径が０．０１～１００μｍ
であるものと、
　ｄ　成分Ｄとして０～１０質量％の分散剤と、
　ｅ　成分Ｅとして０～４０質量％の繊維状のまたは粒子状の充填材、またはこれらの混
合物を含んでいることが明らかとなった。
【００１３】
　本発明はまた、無電流法及び／又は電解めっき法で金属化される成形物の製造方法と、
金属化成形物の利用を提供し、また導電性部品、電磁波の吸収体やアッテネーター、反射
体などのＥＭＩ遮蔽装置、ガスバリア体、これらの部品を含む装飾材を提供する。
【００１４】
　本発明の熱可塑性成形用組成物は、優れた機械的性質、特に強靱性および成形性をもち
、また良加工特性で、例えば複雑な形状の部品の製造プロセスにおける加工特性に優れ、
プラスチック表面の前処理なしに金属化が可能で、さらに低重量と高表面導電性からなる
改善された組合せの性質をもつ点において、既知の金属化可能な成形物とは対照的な金属
化可能なプラスチック成形物を提供するのに、極めて重要である。
【００１５】
　無電流法及び／又は電解めっき法で金属化可能な成形物の製造用のこれらの本発明の熱
可塑性成形用組成物は、成分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＥの総質量（１００質量％）に対して、
　ａ　２０～９８質量％の、好ましくは３８～８８質量％の、特に好ましくは４６～７０
質量％の成分Ａと、
　ｂ　１～３０質量％の、好ましくは２～２５質量％の、特に好ましくは４～２０質量％
の成分Ｂと、
　ｃ　１～７０質量％の、好ましくは１０～６０質量％の特に好ましくは２０～５０質量
％の成分Ｃと、
　ｄ　０～１０質量％の、好ましくは０～８質量％の、特に好ましくは０～５質量％の成
分Ｄと、
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　ｅ　０～４０質量％の、好ましくは０～３０質量％の、特に好ましくは０～１０質量％
の成分Ｅとを含んでいる。
また、非導電性基板上に金属層を形成するための分散液は、
　ａ　成分Ａとして、成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～９９．８質量％の
有機の結着剤と、
　ｂ　成分Ｂとして、成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～３０質量％の膨張
黒鉛と、
　ｃ　成分Ｃとして、成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０．１～７０質量％の平均
粒子径が０．０１～１００μｍである導電性粒子と、
　ｄ　成分Ｄとして、成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質量に対して０～９９．７質量％の溶媒
を含むことが見いだされた。
【００１６】
　この分散液の製法方法、またこの分散の利用、非導電性基板の表面上に金属層を形成す
る方法、基板表面、およびこれらの利用も明らかとなった。
【００１７】
　本発明の分散液は、既知のシステムと比べると低重量や良接着性、良分散性、良流動性
、高電気伝導性からなる改善された組合せの性質を持つ、非電気伝導性基板の金属性塗料
用の最適化システム、特に導電性ラッカーまたは導電性分散液を用いるシステムを提供す
るのに極めて重要である。
【００１８】
　この非導電性基板上に金属層を形成するための分散液は、成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの総質
量（１００質量％）に対して、
　ａ　０．１～９９．８質量％の、好ましくは２～８７．５質量％の、特に好ましくは４
～８０質量％の成分Ａと、
　ｂ　０．１～３０質量％の、好ましくは０．５～２０質量％の、特に好ましくは１～１
５質量％の成分Ｂと、
　ｃ　０．１～７０質量％の、好ましくは２～６５質量％の、特に好ましくは４～５５質
量％の成分Ｃと、
　ｄ　０～９９．７質量％と、好ましくは１０～９５．５質量％と、特に好ましくは１５
～９１質量％の成分Ｄとを含んでいる。
【００１９】
　本発明の分散液は、上記の成分Ａ～Ｄ以外に、少なくとも一種の以下の成分を含んでい
てもよい。
【００２０】
　ｅ　成分Ａ～Ｄの総質量に対して０．１～２０質量％の、好ましくは０．５～１０質量
％の、特に好ましくは１～６質量％の分散剤成分Ｅと、
　ｆ　成分Ａ～Ｄの総質量に対して０．１～４０質量％の、好ましくは０．５～３０質量
％の、特に好ましくは１～１０質量％の少なくとも一種の他の添加物Ｆ。
以下においては、成分Ａを成分Ａ’として、成分Ｄを成分Ｃ’、成分Ｅを成分Ｄ’、また
成分Ｆを成分Ｅ’として述べる。
【００２１】
　本発明により、膨張黒鉛が炭素ナノチューブを代替するのに優れた結果を与え、また電
解めっき法により金属化可能な熱可塑性成形物の製造に、また塗料分散の提供に、簡単な
方法を提供することが明らかとなった。ここでは、非常に少量の膨張黒鉛を用いることが
できる。
【００２２】
　本発明の熱可塑性成形用組成物は、一般的には、０．１～３０質量％の、好ましくは０
．５～１０質量％の、特に好ましくは１～８質量％の、特に１～５質量％の膨張黒鉛を含
んでいる。この量は成形用組成物全体に対する値である。
【００２３】
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　膨張黒鉛は公知である。これは、通常黒鉛に揮発性溶媒を含侵させ、この含浸黒鉛を膨
張させて製造される。その際、層が相互に分離され、好ましくは非常に薄い黒鉛層が与え
られる。黒鉛層の厚みは、理想的には一原子層である。実用的な用途では、厚みが１～５
０００原子層である膨張黒鉛粒子であり、好ましくは１～５００原子層、特に好ましくは
１～５０原子層、具体的には１～３０原子層である膨張黒鉛粒子である。典型的で好適な
層厚は１～１０００ｎｍの範囲であり、好ましくは１～１００ｎｍ、特に好ましくは１～
２０ｎｍ、具体的には１～１５ｎｍの範囲である。
【００２４】
　本発明において好ましく用いられるこれらの膨張黒鉛粒子の表面積は、３００～２６０
０ｍ２／ｇであることが好ましい。６００～２０００ｍ２／ｇの表面積が好ましい。
【００２５】
　膨張黒鉛粒子とその製造は公知であり、例えばＵＳ２００６／０２４１２３７やＵＳ２
００７／００９２４３２に記載されている。ＷＯ２００７／１３６５５９には、膨張黒鉛
からなる導電性塗膜が記載されている。膨張黒鉛板状ナノ粒子も記載されており、この粒
子は、ポリマーに導入されるとその導電性を上げることができるといわれている。この明
細書によると、膨張黒鉛粒子は、通常ガラス繊維の表面被覆に使用され、この後ではガラ
ス繊維が静電塗装により着色可能となる。ＵＳ２００６／０２４１２３７は、特に非ガス
の雰囲気下において膨張含浸黒鉛を膨張させる装置に関する。ここに記載の板状微粒子の
径は、また本発明でも使用可能な径は、３００μｍ未満であり、厚みは、約０．１μｍ未
満、好ましくは２０ｎｍ未満、特に１５ｎｍ未満である。この黒鉛粒子は、ポリマー成形
用組成物中に、最大で５０体積％まで添加可能といわれている。エポキシ樹脂の場合は、
約８体積％未満の量が好適と考えられる。この膨張黒鉛粒子はラジオ波処理で生産される
。
【００２６】
　ＵＳ２００７／００９２４３２に記載の膨張黒鉛粒子の表面積は、３００ｍ２／ｇ～２
６００ｍ２／ｇの範囲である。本発明は、これらの膨張黒鉛粒子を用いることができる。
黒鉛を完全に剥離させ個々の黒鉛層を露出させることは今まで不可能であったといわれる
。また、導電性を上げるために熱可塑性成形用組成物に充填材を混合してもよいといわれ
る。
【００２７】
　本発明において用いられる膨張黒鉛粒子は、いずれか所望の適当な方法で、例えば上記
明細書に記載の方法で生産することができる。
【００２８】
　熱可塑性成形用組成物に使用する膨張黒鉛粒子については、Ｍ．　Ｚｈａｎｇ　ｅｔ　
ａｌ．，　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，
　Ｖｏｌ．　１０８，　ｐ．　１４８２　ｔｏ　１４８９　（２００８）を参照されたい
。有用な膨張黒鉛粒子や剥離黒鉛粒子については、上記の文献とそこの引用文献を参照さ
れたい。
【００２９】
　本発明において有用な他の膨張黒鉛粒子が、ｘＧｎＰという商品名で、ＸＧサイエンス
社（５０２０　Ｎｏｒｔｈ　Ｗｉｎｄ　Ｄｒｉｖｅ，　Ｓｕｉｔｅ　２１２，　Ｅａｓｔ
　Ｌａｎｓｉｎｇ，　Ｍｌ　４８８２３）から入手可能である。この板状微粒子は、多く
のグラフェン層からなり、その合計の厚みは約５ｎｍであり、あるいは１ｎｍ～１５ｎｍ
の範囲である。　粒子径は、１μｍ未満から１００μｍ超にわたる。密度は約２．０　ｇ
／ｃｍ３である。　電気抵抗は約５０×１０－６Ωｃｍである。熱伝導率は約３０００Ｗ
／ｍ・Ｋである。
【００３０】
　Ｎａｔｕｒｅ，　Ｖｏｌ．　４４２，　Ｊｕｌｙ　２０，　２００６，　ｐ，　２８２
　ｔｏ　２８６には、本発明において有用な他のグラフェン類やグラフェン系複合材料が
記載されている。ここの記載のグラフェン層は黒鉛酸化物から得られたものである。この
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場合、黒鉛酸化物はハマース法で製造される。生成物を次いでＤＭＦ出処理し、最後にフ
ェニルイソシアネートで処理する。これは、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンな
どのポリマーやスチレンブタジエンゴムに導入されている。本発明では、膨張黒鉛粒子に
代えて膨張黒鉛酸化物を用いることもできる。これらはいずれも、「膨張黒鉛」に含まれ
る。
【００３１】
　本発明において用いることのできる膨張黒鉛酸化物を、ロッド・ルフ（Ｎｏｒｔｈ　Ｗ
ｅｓｔｅｒｎ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｉｎ　Ｃｈｉｃａｇｏ，　ＵＳＡ．）により記載
されるようにして生産することもできる。このためには、黒鉛をまず酸で酸化し、得られ
る黒鉛酸化物を水中で剥離させて、グラフェン酸化物フレークを得る。このグラフェン酸
化物フレークを、本発明で使用することもできる。Ｎａｎｏｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｎｅｗ
ｓ，　Ｖｏｌ．　３，　ｉｓｓｕｅ　１２，　Ａｕｇｕｓｔ　２１，　２００７，　ｐ．
２，　Ｐｉｒａ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｌｔｄ．　２００７　（Ｉｎｔｅｒｔｅ
ｃｈ　Ｐｉｒａ．　Ｃｏｍ．）を参照されたい。同じ版の６頁に他の好適なグラフェンが
記載されている。
【００３２】
　他の好適なグラフェンについては、Ｂ．　Ｔｒａｕｚｅｔｔｅｌ、Ｐｈｙｓｉｋ　Ｊｏ
ｕｒｎａｌ　６（２００７）、Ｎｏ．７、ｐ．３９～４４を参照されたい。
【００３３】
　電解めっき法で金属化される本発明の熱可塑性成形用組成物では、極少量の膨張黒鉛で
も金属化を確実に進行させることが明らかとなった。この点で、この成形用組成物は、炭
素ナノチューブを含む成形用組成物より優れている。比較的少量の黒鉛の使用でも、熱可
塑性成形用物組成物の機械的性質や加工特性が保持される。膨張黒鉛は炭素ナノチューブ
よりコスト的に大きく優れており、このために比較的大きな成形物を低コストで製造する
ことができる。
【００３４】
　この膨張黒鉛粒子を、以下では黒鉛粒子と称すが、本明細書および請求項を通じてこれ
らの黒鉛粒子は膨張黒鉛粒子である。
【００３５】
　本発明の方法、また本発明の他の製品や方法、用途を以下に述べる。
【００３６】
　本発明の方法に必須の特徴は、基板の金属化される基板表面が膨張黒鉛を含んでいるこ
とである。これは、膨張黒鉛が基板自体に含まれている、したがってまたその表面に含ま
れているか、膨張黒鉛がポリマー塗膜またはラッカーの形で、膨張黒鉛を含まない基板上
に塗布されるかを意味する。基板表面中あるいは表面上に存在する膨張黒鉛は、電気伝導
性をもたらし、これは続く化学めっき及び／又は電解めっき法による金属析出に不可欠で
ある。例えば、膨張黒鉛の存在だけでなく、他の導電性成分、例えば金属粉やカーボンブ
ラック粒子を存在させて、基板表面中または表面上での電気伝導度を上げることもできる
が、これらの存在は本発明に必須ではない。
【００３７】
　したがって、本発明の方法の好ましい実施形態においては、化学めっき及び／又は電解
めっき法により金属析出を行うプロセスで用いられる基板が、以下に詳述する成形用組成
物から製造される。本発明の方法の他の好ましい実施形態においては、化学めっき及び／
又は電解めっき法により金属析出を行うプロセスで用いられる基板が、以下に詳述する分
散液で提供されて、少なくとも部分的に乾燥及び／又は少なくとも部分的に硬化されたも
のである。
【００３８】
［成形用組成物］
　ある好ましい実施形態においては、本発明の方法で使用できる基板が、成分Ａ、Ｂ、Ｃ
及びＤの総質量（１００質量％）に対して、



(9) JP 5575669 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

　ａ　２０～９９質量％の、好ましくは５５～９５質量％、特に好ましくは６０～９２質
量％の成分Ａと、
　ｂ　１～３０質量％の、好ましくは５～２５質量％、特に好ましくは８～２０質量％の
成分Ｂと、
　ｃ　０～１０質量％の、好ましくは０～８質量％、特に好ましくは０～５質量％の成分
Ｃと、
　ｄ　０～４０質量％の、好ましくは０～３０質量％、特に好ましくは０～１０質量％の
成分Ｄとを含む熱可塑性成形用組成物からなる。
【００３９】
　これらの成形用組成物の個々の成分について以下に述べる。
【００４０】
［成分Ａ］　
原理的には、いかなる熱可塑性ポリマーも成分Ａとして好適である。一般に、これらの熱
可塑性ポリマーの破断引張歪は、１０～１０００％の範囲、好ましくは２０～７００の範
囲、特に好ましくは５０～５００の範囲である（本出願中に記載の破断引張歪や引張強度
のこれらや他の値は、１ＢＡ型試験片を用いるＩＳＯ５２７－２：１９９６の引張り試験
によるものである（基準の「小試験片」の添付書類Ａ））。
【００４１】
　好適な成分Ａの例としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、ポリス
チレン（耐衝撃性または非衝撃変性）、ＡＢＳ（アクリロニトリル－ブタジエン－スチレ
ン）、ＡＳＡ（アクリロニトリル－スチレン－アクリレート）、ＭＡＢＳ（メタクリレー
ト単位を含む透明ＡＢＳ）、スチレン－ブタジエンブロックコポリマー（例えば、ＢＡＳ
Ｆ社のスチロフレックス（登録商標）またはスチロルックス（登録商標）、ＣＰＣ社のＫ
樹脂）、ポリアミド類、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンテレフタ
レートグリコール（ＰＥＴＧ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリエステル
類、脂肪族－芳香族コポリエステル類（例えば、ＢＡＳＦ社のエコフレックス（登録商標
））、ポリカーボネート（例えば、バイエル社のマクロロン（登録商標））、ポリメタク
リル酸メチル（ＰＭＭＡ）、ポリ（エーテル）スルホン類、およびポリフェニレンオキシ
ド（ＰＰＯ）があげられる。　
　エポキシ樹脂も使用できる。
【００４２】
　成分Ａとして、衝撃変性ビニル芳香族コポリマーやスチレン系熱可塑性エラストマー、
ポリオレフィン類、脂肪族－芳香族コポリエステル、ポリカーボネート、熱可塑性ポリウ
レタンからなる群から選ばれる一種以上のポリマーを使用することが好ましい。ポリアミ
ド類もまた、好ましい成分Ａである。
【００４３】
［衝撃変性ビニル芳香族コポリマー］
　好ましい衝撃変性ビニル芳香族コポリマーは、ビニル芳香族モノマーとシアン化ビニル
（ＳＡＮ）からなる衝撃変性コポリマーである。好ましく用いられる衝撃変性ＳＡＮとし
ては、ＡＳＡポリマー及び／又はＡＢＳポリマー、または（メタ）クリレート－アクリロ
ニトリル－ブタジエン－スチレンポリマー（「ＭＡＢＳ」、透明ＡＢＳ）、またはＳＡＮ
やＡＢＳ、ＡＳＡ、ＭＡＢＳと他の熱可塑性樹脂、例えばポリカーボネート、ポリアミド
、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ＰＶＣ、またはポリオレ
フィンとのブレンドがあげられる。
【００４４】
　成分Ａとして用いることのできるＡＳＡやＡＢＳの破断引張歪値は、一般的には１０～
３００％であり、好ましくは１５～２５０％、特に好ましくは２０～２００％である。
【００４５】
　ＡＳＡポリマーは、一般的には、特にスチレン及び／又はα－メチルスチレンとアクリ
ロニトリルからなるコポリマーマトリックス中に、あるポリアルキルアクリレートゴム上
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にビニル芳香族化合物、特にスチレンと、シアン化ビニル、特にアクリロニトリルとがグ
ラフトされたゴム状弾性グラフトコポリマーを有する衝撃変性ＳＡＮポリマーである。
【００４６】
　この熱可塑性成形用組成物がＡＳＡポリマーを含んでいる、ある好ましい実施形態にお
いては、成分Ａのこのゴム状弾性グラフトコポリマーＡＲは、
　ａ１　１～９９質量％の、好ましくは５５～８０質量％、特に５５～６５質量％の
ガラス転移温度が０℃未満である粒子状グラフトベースＡ１と、
　ａ２　１～９９質量％の、好ましくは２０～４５質量％、特に３５～４５質量％の以下
のモノマーからなるグラフトＡ２とからなる。Ａ２に対して、
　ａ２１　成分Ａ２１としての、４０～１００質量％の、好ましくは６５～８５質量％の
スチレン単位、置換スチレン単位、または（メタ）クリレート単位、またはこれらの混合
物、特にスチレン及び／又はα－メチルスチレン単位と、
　ａ２２　成分Ａ２２としての、最大６０質量％、好ましくは１５～３５質量％のアクリ
ロニトリル単位またはメタクリロニトリル単位、特にアクリロニトリル単位
からなる。
【００４７】
　このグラフトＡ２は、少なくとも一種のグラフトシェルからなる。
【００４８】
　この成分Ａ１は、以下のモノマーからなる。
【００４９】
　ａ１１　成分Ａ１１としての、８０～９９．９９質量％の、好ましくは９５～９９．９
質量％の少なくとも一種のＣ１－Ｃ８－アルキルアクリレート、好ましくはｎ－ブチルア
クリレート及び／又はエチルヘキシルアクリレート、
　ａ１２　成分Ａ１２としての、０．０１～２０質量％の、好ましくは０．１～５．０質
量％の少なくとも一種の多官能性の架橋性モノマー、好ましくはジアリルフタレート及び
／又はＤＣＰＡ。
【００５０】
　本発明のある実施形態によれば、成分ＡＲは、一頂性の分布をしており、その平均粒度
は５０～１０００ｎｍである。
【００５１】
　もう一つの実施形態においては、成分ＡＲの粒度分布が二頂性であり、成分ＡＲの総質
量に対して、６０～９０質量％が５０～２００ｎｍの平均粒度を有し、１０～４０質量％
が５０～４００ｎｍの平均粒度を有している。
【００５２】
　この平均粒度と粒度分布は累積重量分布より求めた値である。この平均粒度は、いずれ
の場合も粒度の重量平均である。これらの値は、分析用超遠心分離機を用いる、Ｗ．　Ｓ
ｃｈｏｌｔａｎ　ａｎｄ　Ｈ．　Ｌａｎｇｅ、Ｋｏｌｌｏｉｄ－Ｚ．　ｕｎｄ　Ｚ．－Ｐ
ｏｌｙｍｅｒｅ　２５０　（１９７２）、ｐｐ．　７８２～７９６に記載の方法により決
定される。この超遠心分離による測定で試料の粒子径の累積重量分布が求まる。これから
、粒子の何質量％が特定の大きさ以下の径を持つかが計算できる。平均粒子径（累積重量
分布のｄ５０ともいう）は、５０質量％の粒子がｄ５０未満の直径を持つ粒子径と定義さ
れる。また、５０質量％の粒子がｄ５０より大きな径をもつ。ｄ５０値（平均粒子径）に
加えて、ゴム粒子の粒度分布の幅を表すために、累積重量分布により得られるｄ１０値と
ｄ９０値が用いられる。累積重量分布のｄ１０とｄ９０は、ｄ５０と同様に定義され、そ
の差は基準がそれぞれ粒子の１０質量％と９０質量％であることである。以下の計算値、
　（ｄ９０－ｄ１０）／ｄ５０＝Ｑ
は、粒度分布の幅の尺度である。ゴム状弾性グラフトコポリマーＡＲのＱ値は、好ましく
は０．５未満であり、特に０．３５未満である。
【００５３】
　このアクリレートゴムＡ１は、好ましくは一種以上のＣ１－８－アルキルアクリレート
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からなるアルキルアクリレートゴムであり、好ましくはＣ４－８－アルキルアクリレート
、好ましくは少なくともある程度アクリル酸ブチル、ヘキシル、オクチル、または２－エ
チルヘキシルを、特アクリル酸ｎ－ブチルと２－エチルヘキシルとを用いるＣ４－８－ア
ルキルアクリレートである。これらのアルキルアクリレートゴム中に存在しうるコモノマ
ーは、最大３０質量％の硬質ポリマーを形成するモノマー、例えば酢酸ビニル、（メタ）
クリロニトリル、スチレン、置換スチレン、メタクリル酸メチル、ビニルエーテルである
。
【００５４】
　このアクリレートゴムは、０．０１～２０質量％の、好ましくは０．１～５質量％の架
橋性多官能性モノマー（架橋性モノマー）を含んでいてもよい。これらの例としては、共
重合可能な２個以上の二重結合を有するモノマー好ましくは１，３－共役型でないモノマ
ーがあげられる。
【００５５】
　好適な架橋性モノマーとしては、ジビニルベンゼンや、ジアリルマレエート、ジアリル
フマレート、ジアリルフタレート、ジエチルフタレート、トリアリルシアヌレート、トリ
アリルイソシアヌレート、トリシクロデセニルアクリレート、ジヒドロジシクロペンタジ
エニルアクリレート、トリアリルホスフェート、アリルアクリレート、アリルメタクリレ
ートがあげられる。ジシクロペンタジエニルアクリレート（ＤＣＰＡ）は、特に好適な架
橋性モノマーであることがわかっている（ＤＥ－Ｃ１２６０１３５を参照）。
【００５６】
　成分ＡＲはグラフトコポリマーである。このグラフトコポリマーＡＲの平均粒度ｄ５０

は、５０～１０００ｎｍであり、好ましくは５０～８００ｎｍ、特に好ましくは５０～６
００ｎｍである。用いるグラフトベースＡ１が５０～８００ｎｍの粒度、好ましくは５０
～５００ｎｍ、特に好ましくは５０～２５０ｎｍの粒度を持つ場合に、これらの粒度が得
られる。
【００５７】
　このグラフトコポリマーＡＲは、一般的には一個以上のステージを有する。つまりこれ
は、一つのコアと一つ以上のシェルトからなるポリマーである。このポリマーは、第一ス
テージ（グラフトコア）Ａ１とこの第一ステージ上にグラフトされ、グラフトステージま
たはグラフトシェルとよばれる一つ、または好ましくは二つ以上のステージＡ２（グラフ
ト）とからなる。
【００５８】
　ゴム粒子に一個以上のグラフトシェルを結合させるためには、単純なグラフトを用いて
も、複数の逐次グラフトを用いてもよく、また、これらのグラフトシェルがそれぞれ異な
る組成を持っていてもよい。グラフトモノマーに加えて、多官能性の架橋性モノマーまた
は反応基を有するモノマーをグラフトプロセスに添加してもよい（例えば、ＥＰ－Ａ２３
０２８２やＤＥ－Ｂ３６０１４１９、ＥＰ－Ａ２６９８６１を参照）。
【００５９】
　ある好ましい実施形態においては、成分ＡＲが、２段のステージで形成されたグラフト
コポリマーからなり、このグラフトステージは、一般的には樹脂形成モノマーから作られ
、そのガラス転移温度Ｔｇは３０℃より高く、好ましくは５０℃より高い。特に、２段以
上のステージをもつ構造が、熱可塑性マトリックスに（部分的に）適合するゴム粒子ＡＲ

を製造するのに役立つ。
【００６０】
　グラフトコポリマーＡＲの製造方法の一例は、以下に列挙するモノマーＡ２の少なくと
も一種を、少なくとも一種の上述のグラフトベースまたはグラフトコア剤Ａ１上にグラフ
トさせることである。
【００６１】
　本発明のある実施形態においては、このグラフトベースＡ１が、１５～９９質量％のア
クリレートゴムと、０．１～５質量％の架橋剤と、０～４９．９質量％の上述の他のモノ
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マーまたはゴムの一種とからなる。
【００６２】
　グラフトＡ２の形成に好適なモノマーとしては、スチレンやα－メチルスチレン、（メ
タ）クリレート、アクリロニトリル、メタクリロニトリルがあげられ、特にアクリロニト
リルが好ましい。
【００６３】
　本発明のある実施形態においては、ガラス転移温度が０℃未満である架橋アクリレート
ポリマーがグラフトベースＡ１となる。これらの架橋アクリレートポリマーのガラス転移
温度は、好ましくは－２０℃未満であり、特に－３０℃未満である。
【００６４】
　ある好ましい実施形態においては、グラフトＡ２は、少なくとも一種のグラフトシェル
からなり、これらのうち最外層のグラフトシェルのガラス転移温度は３０℃より高く、グ
ラフトＡ２のモノマーから形成されるポリマーのガラス転移温度は８０℃より高い。
【００６５】
　グラフトコポリマーＡＲの好適な製造方法は、乳化重合、溶液重合、バルク重合または
懸濁重合である。グラフトコポリマーＡＲは、成分Ａ１のラテックスの存在下で、２０℃
～９０℃の温度で、水溶性または油溶性の開始剤、例えばペルオキソ硫酸塩または過酸化
ベンゾイルを用いて、あるいはレドックス系開始剤を用いて、フリーラジカル乳化重合で
生産することが好ましい。レドックス系開始剤は、２０℃未満の温度での重合にも好適で
ある。
【００６６】
　好適な乳化重合プロセスが、ＤＥ－Ａ２８２６９２５や３１４９３５８、ＤＥ－Ｃ　１
２６０１３５に記載されている。
【００６７】
　このグラフトシェルは、ＤＥ－Ａ３２２７５５５や３１４９３５７、３１４９．３５８
、３４１４１１８に記載の乳化重合プロセスで形成されることが好ましい。ＤＥ－Ｃ１２
６０１３５やＤＥ－Ａ２８２６９２５、Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃ
ｅ，　ｖｏｌｕｍｅ　９　（１９６５），　ｐ．　２９２９に記載のプロセスにより、ぴ
ったりと５０～１０００ｎｍの設定粒度となる。粒度の異なるポリマーの使用も、例えば
ＤＥ－Ａ２８２６９２５やＵＳ－Ａ５１９６４８０で知られている。
【００６８】
　ＤＥ－Ｃ１２６０１３５に記載のプロセスでは、まず２０～１００℃の温度で、好まし
くは５０～８０℃の温度で、水系エマルジョン中で、本発明のある実施形態において用い
られるアクリレートと多官能性架橋性モノマーと、適当ならさらに他のコモノマーとを既
知の方法で重合することにより始まる。通常の乳化剤を、例えばアルカリ金属アルキル、
またはアルキルアリールスルホネート、アルキルスルフェート、脂肪アルコールスルホネ
ート、炭素原子数が１０～３０の高級脂肪酸の塩、樹脂石鹸を用いることができる。アル
キルスルホネートまたは炭素原子数が１０～１８の脂肪酸のナトリウム塩の使用が好まし
い。ある実施形態においては、乳化剤の使用量が、グラフトベースＡ１の製造に用いられ
るモノマーの総量に対して、０．５～５質量％であり、特に１～２質量％である。通常、
運転は、水：モノマー比が重量比で２：１～０．７：１の比率で行われる。特に、用いる
重合開始剤は、汎用の過硫酸塩、例えば過硫酸カリウムである。しかし、レドックス系を
用いることもできる。一般的な開始剤の使用量は、グラフトベースＡ１の製造に用いられ
るモノマーの総量に対して０．１～１質量％である。重合中に使用可能な他の重合助剤と
しては、炭酸水素ナトリウムやピロリン酸ナトリウムなどの、好ましいｐＨ６～９に設定
するための通常の緩衝剤物質や、０～３質量％の、メルカプタンやテルピノールまたは二
量体α－メチルスチレンなどの分子量調整剤があげられる。
【００６９】
　精密な重合条件、特に乳化剤の性質や供給速度や量は、上記の範囲内で、得られる架橋
アクリレートポリマーのラテックスのｄ５０が約５０～８００ｎｍの範囲、好ましくは５
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０～５００ｎｍ、特に好ましくは８０～２５０ｎｍの範囲となるように個別に決められる
。ラテックスの粒度分布を狭くするようにすることが好ましい。
【００７０】
　本発明のある実施形態においては、グラフトポリマーＡＲを製造するのに、以下の工程
で、得られる架橋アクリレートポリマーのラテックスの存在下で、スチレンとアクリロニ
トリルとからなるモノマー混合物を重合する。また本発明のある実施形態においては、モ
ノマー混合物中のスチレンとアクリロニトリルの重量比が、１００：０～４０：６０の範
囲にある、好ましくは６５：３５～８５：１５の範囲にある必要がある。このグラフトベ
ースである架橋ポリアクリレートポリマー上へのスチレンとアクリロニトリルのグラフト
共重合もまた、上記の通常の条件下で水性エマルジョン中で有利に実施される。このグラ
フト共重合は、グラフトベースＡ１製造のための乳化重合に用いられる系で行ってもよく
、その際、必要なら他の乳化剤や開始剤を添加してもよい。本発明のある実施形態におい
てグラフトされるスチレンとアクリロニトリルモノマーの混合物を、一挙に反応混合物に
添加してもよいし、複数の工程で分割して、あるいは好ましくは重合期間中連続的に添加
してもよい。架橋アクリレートポリマーの存在下でのスチレンとアクリロニトリルの混合
物のグラフト共重合は、グラフトコポリマーＡＲ中でのグラフトの程度が、成分ＡＲの全
重量に対して、１～９９質量％となるようにして、好ましくは２０～４５質量％、特に３
５～４５質量％となるようにして行われる。グラフト共重合中のグラフト収率は１００％
でないため、グラフト共重合で用いるべきスチレンとアクリロニトリルモノマーの混合物
の量は、この望ましいグラフト度に求められる量よりは幾分大きくなる。グラフト共重合
中のグラフト収率の制御、また得られるグラフトコポリマーＡＲのグラフト度の制御は、
当業界の熟練者が精通する問題である。例えばモノマーの供給速度や調整剤の添加などで
行うことができる（Ｃｈａｕｖｅｌ，　Ｄａｎｉｅｌ，　ＡＣＳ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｐｒ
ｅｐｒｉｎｔｓ　１５　（１９７４），　ｐ．　３２９参照）。この乳化グラフト共重合
では、一般的には、グラフトコポリマーに対して５～１５質量％の遊離したグラフト化さ
れていないスチレン－アクリロニトリルコポリマーが生成する。グラフト共重合で得られ
る重合生成物中のグラフトコポリマーＡＲの比率は、上記の方法により決まる。
【００７１】
　乳化法によるグラフトコポリマーＡＲの製造により、上述の技術的方法の利点に加え、
例えば粒子の少なくともある程度での大粒子への凝集による粒度の再現可能な変化が起こ
る可能性がでてくる。つまり、異なる粒度のポリマーがグラフトコポリマーＡＲ中に存在
している可能性がある。
【００７２】
　理想的には、グラフトベースと一個以上のグラフトシェルからなる成分ＡＲを、特にそ
の用途に適応させる、特に粒度の点で適応させることができる。
【００７３】
　これらのグラフトコポリマーＡＲは、一般的には、全グラフトコポリマーに対して１～
９９質量％の、好ましくは５５～８０質量％、特に好ましくは５５～６５質量％のグラフ
トベースＡ１と、１～９９質量％の、好ましくは２０～４５質量％、特に好ましくは３５
～４５質量％のグラフトＡ２を含んでいる。
【００７４】
　ＡＢＳポリマーは、通常、ジエンポリマー、特にポリ－１，３－ブタジエンがコポリマ
ーマトリックス中に、特にスチレン及び／又はα－メチルスチレンとアクリロニトリルか
らなるコポリマーマトリックス中に存在している衝撃変性ＳＡＮポリマーと理解されてい
る。
【００７５】
　ある好ましい実施形態においては、熱可塑性成形用組成物がＡＢＳポリマーを含む場合
、成分Ａのゴム状弾性グラフトコポリマーＡＲ’は、以下のものからなる。
【００７６】
　ａ１’　１０～９０質量％の少なくとも一種の、以下のものを重合して得られるガラス
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転移温度が０℃未満のゴム状弾性グラフトベースＡ１’、Ａ１’に対して
　ａ１１’　６０～１００質量％の、好ましくは７０～１００質量％の、少なくとも一種
の共役ジエン及び／又はＣ１－Ｃ１０－アルキルアクリレート、特にブタジエン、イソプ
レン、ｎ－ブチルアクリレート及び／又は２－エチルヘキシルアクリレートと、
　ａ１２’　０～３０質量％の、好ましくは０～２５質量％の、少なくとも一種の他のモ
ノエチレン性不飽和モノマー、特にスチレン、α－メチルスチレン、ｎ－ブチルアクリレ
ート、メタクリル酸メチル、またはこれらの混合物、また後者では、特にブタジエン－ス
チレンコポリマーやｎ－ブチルアクリレート－スチレンコポリマーと、
　ａ１３’　０～１０質量％の、好ましくは０～６質量％の、少なくとも一種の架橋性モ
ノマー、好ましくはジビニルベンゼン、ジアリルマレエート、アリル（メタ）クリレート
、ジヒドロジシクロペンタジエニルアクリレート、ジカルボン酸のジビニルエステル類（
例えば、コハク酸やアジピン酸、エチレングリコールまたはブタン－１，４－ジオールな
どの二官能性アルコールのジアリルエーテルやジビニルエーテル類）、
　ａ２’　１０～６０質量％の、好ましくは１５～５５質量％の、以下のものよりなるグ
ラフトＡ２’、Ａ２’に対して、
　ａ２１’　５０～１００質量％の、好ましくは５５～９０質量％の、少なくとも一種の
ビニル芳香族モノマー、好ましくはスチレン及び／又はｃｔ－メチルスチレンと、
　ａ２２’　５～３５質量％の、好ましくは１０～３０質量％のアクリロニトリル及び／
又はメタクリロニトリル、好ましくはアクリロニトリルと、
　ａ２３’　０～５０質量％の、好ましくは０～３０質量％の、少なくとも一種の他のモ
ノエチレン性不飽和モノマー、好ましくはメタクリル酸メチルやｎ－ブチルアクリレート
。
【００７７】
　熱可塑性成形用組成物がＡＢＳを含む場合のもう一つの好ましい実施形態では、成分Ａ
Ｒ’は、以下のものからなる、二頂性粒度分布をもつグラフトゴムである。ＡＲ’に対し
て、
　ａ１’’　４０～９０質量％の、好ましくは４５～８５質量％の、以下のものを重合し
て得られるゴム状弾性粒子状のグラフトベースＡ１’’、Ａ１’’に対して
　ａ１１’’　７０～１００質量％の、好ましくは７５～１００質量％の、少なくとも一
種の共役ジエン、特にブタジエン及び／又はイソプレン、
　ａ１２’’　０～３０質量％の、好ましくは０～２５質量％の、少なくとも一種の他の
モノエチレン性不飽和モノマー、特にスチレン、α－メチルスチレン、ｎ－ブチルアクリ
レート、またはこれらの混合物、
　ａ２’’　１０～６０質量％の、好ましくは１５～５５質量％の、以下のものからなる
グラフトＡ２’、Ａ２’’に対して
　ａ２１’’　６５～９５質量％の、好ましくは７０～９０質量％の少なくとも一種のビ
ニル芳香族モノマー、好ましくはスチレンと、
　ａ２２’’　５～３５質量％の、好ましくは１０～３０質量％のアクリロニトリルと、
　ａ２３’’　０～３０質量％の、好ましくは０～２０質量％の、少なくとも一種の他の
モノエチレン性不飽和モノマー、好ましくはメタクリル酸メチルやｎ－ブチルアクリレー
ト。
【００７８】
　熱可塑性成形用組成物が成分ＡとしてＡＳＡポリマーを含む場合のある好ましい実施形
態においては、成分Ａの硬質マトリックスＡＭは、少なくとも一種のビニル芳香族モノマ
ー由来の単位を含む硬質のコポリマーであり、ビニル芳香族モノマー由来の単位の総量に
対して０～１００質量％の、好ましくは４０～１００質量％、特に好ましくは６０～１０
０質量％のα－メチルスチレン由来の単位と、０～１００質量％の、好ましくは０～６０
質量％、特に好ましくは０～４０質量％の、以下のものからなるスチレン由来の単位、Ａ
Ｍに対して、
　ａＭ１　成分ＡＭ１として４０～１００質量％の、好ましくは６０～８５質量％のビニ
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ル芳香族単位と
　ａＭ２　成分ＡＭ２として最大６０質量％、好ましくは１５～４０質量％の、
アクリロニトリルまたはメタクリロニトリル単位、特にアクリロニトリル単位とを含む硬
質のコポリマーである。
【００７９】
　熱可塑性成形用組成物が成分としてＡＢＳポリマーを含む場合のある好ましい実施形態
においては、成分Ａの硬質マトリックスＡＭ’が、ビニル芳香族モノマー由来の単位を含
む少なくとも一種の硬質のコポリマーであり、ビニル芳香族モノマー由来単位の総量に対
して、０～１００質量％の、好ましくは４０～１００質量％、特に好ましくは６０～１０
０質量％のα－メチルスチレン由来単位と０～１００質量％の、好ましくは０～６０質量
％、特に好ましくは０～４０質量％の以下のものからなるスチレン由来単位、ＡＭ’に対
して、
　ａＭ１’　５０～１００質量％の、好ましくは５５～９０質量％のビニル芳香族モノマ
ーと、
　ａＭ２’　０～５０質量％のアクリロニトリルまたはメタクリロニトリルまたはこれら
の混合物と、
　ａＭ３’　０～５０質量％の、少なくとも一種の他のモノエチレン性不飽和モノマー、
例えばメタクリル酸メチルや、Ｎ－フェニルマレイミドなどのＮ－アルキル－またはＮ－
アリールマレイミドとを含む硬質のコポリマーである。
【００８０】
　熱可塑性成形用組成物が成分ＡとしてＡＢＳを含む場合のもう一つの好ましい実施形態
においては、成分ＡＭ’は、粘度数ＶＮ（濃度が０．５％のジメチルホルムアミド溶液で
２５℃でＤＩＮ５３７２６に準じて測定）が５０～１２０ｍｌ／ｇである少なくとも一種
の硬質のコポリマーであり、ビニル芳香族モノマー由来単位と、ビニル芳香族モノマー由
来単位の総量に対して、０～１００質量％の、好ましくは４０～１００質量％、特に好ま
しくは６０～１００質量％のα－メチルスチレン由来単位と、０～１００質量％の、好ま
しくは０～６０質量％、特に好ましくは０～４０質量％の、以下のものからなるスチレン
由来単位、ＡＭ’に対して
　ａＭ１’’　６９～８１質量％の、好ましくは７０～７８質量％のビニル芳香族モノマ
ー類、
　ａＭ２’’　１９～３１質量％の、好ましくは２２～３０質量％のアクリロニトリル、
　ａＭ３’’　０～３０質量％の、好ましくは０～２８質量％の、少なくとも一種の他の
モノエチレン性不飽和モノマー、例えばメタクリル酸メチルまたはＮ－アルキル－または
Ｎ－フェニルマレイミドなどのＮ－アリールマレイミドとを含むものである。
【００８１】
　ある実施形態においては、これらのＡＢＳポリマーは、それぞれ、粘度数ＶＮが少なく
とも５単位（ｍｌ／ｇ）分だけ相互に異なり及び／又はアクリロニトリル含量が５単位（
質量％）分だけ相互に異なる成分ＡＭ’を含んでいる。最後に、成分ＡＭ’や他の例とと
もに、（α－メチル）スチレンと無水マレイン酸またはマレイミドとのコポリマー、（α
－メチル）スチレンとマレイミドとメタクリル酸メチルまたはアクリロニトリルとのコポ
リマー、または（α－メチル）スチレンとマレイミドとメタクリル酸メチルとアクリロニ
トリルとのコポリマーが存在していてもよい。
【００８２】
　これらのＡＢＳポリマー中のグラフトポリマーＡＲ’は、乳化重合により得ることが好
ましい。これらのグラフトポリマーＡＲ’と成分ＡＭ’と、適当なら他の添加材料の混合
は、通常混合装置で行われ、実質的に溶融したポリマー混合物を与える。この溶融ポリマ
ー混合物を迅速に冷却することが有利である。
【００８３】
　さらに、上述のＡＢＳポリマーの製造方法やその一般的なまた特定の実施形態が、ドイ
ツ特許出願ＤＥ－Ａ１９７２８６２９に詳細に記載されており、これを参照として組み込
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むこととする。
【００８４】
　上記のＡＢＳポリマーは、他の既存の助剤や充填材を含んでいてもよい。これらの物質
の例としては、潤滑剤または離型剤や、ワックス、顔料、染料、難燃剤、酸化防止剤、光
安定剤、または帯電防止剤があげられる。
【００８５】
　発明のある好ましい実施形態においては、硬質マトリックスＡＭの、またそれぞれ成分
ＡのＡＭ’の粘度数は５０～９０であり、好ましくは６０～８０である。
【００８６】
　成分Ａの硬質マトリックスＡＭとＡＭ’は、好ましくは非晶質ポリマーである。本発明
のある実施形態によれば、スチレンとアクリロニトリルのコポリマーとα－メチルスチレ
ンとアクリロニトリルのコポリマーの混合物が、硬質のマトリックスＡＭとしてまた成分
ＡのＡＭ’として使用される。硬質マトリックのこれらのコポリマー中のアクリロニトリ
ル含量は、硬質マトリックスの総質量に対して０～６０質量％であり、好ましくは１５～
４０質量％である。硬質マトリックスＡＭ、また成分ＡのＡＭ’は、成分ＡＲ、またＡＲ

’を製造するためのグラフト共重合反応の際に生産された遊離の非グラフト化（α－メチ
ル）スチレン－アクリロニトリルコポリマーを含んでいる。グラフトコポリマーＡＲ、ま
たＡＲ’を製造するためのグラフト共重合反応の際に選択された条件により、グラフト共
重合反応の修了前に十分な比率の硬質マトリックスができるようにすることができる。し
かしながら、一般的には、グラフト共重合反応で得られる生成物を、別途生産された他の
硬質マトリックスとブレンドする必要があるであろう。
【００８７】
　この別途調整した他の硬質マトリックスＡＭ、また成分ＡのＡＭ’を、従来の方法で得
てもよい。例えば、本発明のある実施形態によれば、スチレン及び／又はα－メチルスチ
レンとアクリロニトリルの共重合反応を、バルク、溶液、懸濁液、または水性エマルジョ
ン中で実施してもよい。成分ＡＭの、またＡＭ’の粘度数は、好ましくは４０～１００で
あり、より好ましくは５０～９０、特に６０～８０である。この粘度数は、ＤＩＮ５３７
２６に準じて、０．５ｇの材料を１００ｍｌのジメチルホルムアミドに溶解して決定され
る。
【００８８】
　成分ＡＲ（また、ＡＲ’）とＡＭ（また、ＡＭ’）の混合は、いずれかの既知の方法に
よりいずれか望ましい方法で実施される。例えばこれらの成分を乳化重合で製造する場合
は、得られるポリマー分散液を相互に混合し、ポリマーを共に析出させ、そのポリマー混
合物を後処理する。しかしながら、これらの成分を、押出、混練または圧延により混合す
ることが好ましく、必要なら、前もって重合反応の際に得られる水分散液または溶液から
分離することが好ましい。水分散液中に得られたグラフト共重合生成物を部分的に脱水し
て、粉体状で硬質マトリックスと混合することが可能であり、その場合はこの混合プロセ
ス中でこのグラフトコポリマーの完全乾燥が起こる。
【００８９】
［スチレン系熱可塑性エラストマー］　
　好ましいスチレン系熱可塑性エラストマー（Ｓ－ＴＰＥ）は、破断引張歪が３００％を
超える、特に好ましくは５００％を超える、特に５００～６００％のものである。特に好
ましく混合されたＳ－ＴＰＥは、表面のポリスチレンブロックＳと、これらの間にある、
ランダムなスチレン／ブタジエン（Ｓ／Ｂ）分布またはスチレン／ブタジエン（Ｓ／Ｂ）
勾配をもつスチレン－ブタジエンコポリマーブロックとを有している、線状のまたは星型
のスチレン－ブタジエンブロックコポリマーである（例えば、ＢＡＳＦのスチロフレック
ス（登録商標）またはスチロルックス（登録商標）、またはＣＰＣ社のＫ樹脂）。
【００９０】
　総ブタジエン含量は、好ましくは１５～５０質量％の範囲で、特に好ましくは２５～４
０質量％の範囲であり、総スチレン含量は、このため好ましくは５０～８５質量％の範囲
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であり、特に好ましくは６０～７５質量％の範囲である。
【００９１】
　このスチレン－ブタジエンブロック（Ｓ／Ｂ）は、好ましくは３０～７５質量％のスチ
レンと２５～７０質量％のブタジエンとからなる。特に好ましい（Ｓ／Ｂ）ブロックでは
、ブタジエン含量が３５～７０質量％で、スチレン含量が３０～６５質量％である。
【００９２】
　ポリスチレンブロックＳの含量は、全ブロックコポリマーに対して、好ましくは５～４
０質量％の範囲、特に２５～３５質量％の範囲である。コポリマーブロックＳ／Ｂの含量
は、好ましくは６０～９５質量％の範囲であり、特に６５～７５質量％の範囲である。
【００９３】
　一般式Ｓ－（Ｓ／Ｂ）－Ｓの線状スチレン－ブタジエンブロックコポリマーと、二つの
Ｓブロックの間にある、一個以上のランダムなスチレン／ブタジエン分布を有する（Ｓ／
Ｂ）ランダムブロックが特に好ましい。この種のブロックコポリマーは、例えばＷＯ９５
／３５３３５またはＷＯ９７／４００７９に記載されているように、高極性の共溶媒中ま
たはカリウム塩が添加されている非極性溶媒中でのアニオン重合により得ることができる
。
【００９４】
　ビニル含量とは、１，２－結合と１，４－シス結合と１，４－トランス結合の総計に対
するジエン単位の１，２－結合の相対含量である。スチレン／ブタジエンコポリマーブロ
ック（Ｓ／Ｂ）中の１，２－ビニル含量は、好ましくは２０％未満であり、特に１０～１
８％の範囲、特に好ましくは１２～１６％の範囲である。
【００９５】
［ポリオレフィン］
　成分Ａとして用いられるポリオレフィンの破断引張歪値は、通常１０～６００％であり
、好ましくは１５～５００％、特に好ましくは２０～４００％である。
【００９６】
　好適な成分Ａの例としては、半結晶性ポリオレフィン、具体的にはエチレン、プロピレ
ン、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、または４－メチル－１－ペンテンのホモ
ポリマーまたはコポリマー、あるいはエチレンと酢酸ビニル、ビニルアルコール、エチル
アクリレート、ブチルアクリレートまたはメタクリレートとのコポリマーがあげられる。
好ましく用いられる成分Ａとしては、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、低密度ポリエチ
レン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、
エチレン－ビニルアセテートコポリマー（ＥＶＡ）、またはエチレン－アクリル系のコポ
リマーがあげられる。特に好ましい成分Ａはポリプロピレンである。
【００９７】
［ポリカーボネート］
　成分Ａとして使用可能なポリカーボネートは、通常破断引張歪値が２０～３００％のも
の、好ましくは３０～２５０％、特に好ましくは４０～２００％のものである。
【００９８】
　成分Ａとして好適なポリカーボネートのモル質量（ポリスチレン標準試薬を用いるテト
ラヒドロフラン中でのゲル浸透クロマトグラフィーで求めた重量平均Ｍｗ）は、好ましく
は１００００～６００００ｇ／ｍｏｌの範囲である。例えば、ＤＥ－Ｂ－１３００２６６
の方法での界面重縮合により、あるいはＤＥ－Ａ－１４９５７３０の方法でのジフェニル
カーボネートとビスフェノールの反応により得られる。好ましいビスフェノールは、２，
２－ジ（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（一般名はビスフェノールＡ、以降これを使
用する）である。
【００９９】
　ビスフェノールＡに代えて、他の芳香族ジヒドロキシ化合物、特に２，２－ジ（４－ヒ
ドロキシフェニル）ペンタン、２，６－ジヒドロキシナフタレン、４，４’－ジヒドロキ
シジフェニルスルホン、４，４’－ジヒドロキシジフェニルエーテル、４，４’－ジヒド
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ロキシジフェニルサルファイト、４，４’－ジヒドロキシジフェニルメタン、１，１－ジ
（４－ヒドロキシフェニル）エタン、４，４－ジヒドロキシジフェニル、またはジヒドロ
キシジフェニルシクロアルカンを使用でき、好ましくはジヒドロキシジフェニルシクロヘ
キサン、またはジヒドロキシシクロペンタン、特に１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニ
ル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、あるいは上記のジヒドロキシ化合物の混
合物を使用することもできる。
【０１００】
　特に好ましいポリカーボネートは、ビスフェノールＡ、またはビスフェノールＡと最大
８０モル％の上記芳香族ジヒドロキシ化合物とからなるものである。
【０１０１】
　成分Ａとして特に好適なポリカーボネートは、レゾルシノールエステル由来単位または
アルキルレゾルシノールエステル由来単位をもつものであり、例えばＷＯ００／６１６６
４、ＷＯ００／１５７１８、またはＷＯ００／２６２７４に記載のものである。このよう
なポリカーボネートは、例えばジェネラルエレクトリック社から販売されており、その商
標はＳｏｌｌＸ（登録商標）である。
【０１０２】
　ＵＳ－Ａ３７３７４０９に記載のコポリカーボネートを使用することもでき、ビスフェ
ノールＡとジ（３，５－ジメチルジヒドロキシフェニル）スルホン由来のコポリカーボネ
ートは、特に興味があり、高耐熱性である。異なるポリカーボネートの混合物を用いるこ
ともできる。
【０１０３】
　ポリカーボネートの平均モル質量（ポリスチレン標準試薬を用いるテトラヒドロフラン
中でのゲル浸透クロマトグラフィーで求めた重量平均Ｍｗ）は１００００～６４０００ｇ
／ｍｏｌの範囲である。これらは、好ましくは１５０００～６３０００ｇ／ｍｏｌの範囲
であり、特に１５０００～６００００／ｍｏｌである。つまり、このポリカーボネートの
、２５℃でジクロロメタン中０．５％濃度溶液で測定された相対溶液粘度は、１．１～１
．３の範囲であり、好ましくは１．１５～１．３３の範囲である。用いるポリカーボネー
トの相対溶液粘度の差は、０．０５以下であり、特に０．０４である。
【０１０４】
　ポリカーボネートの使用形態は、粉砕物またはペレットである。
【０１０５】
［熱可塑性ポリウレタン］
　一般的には、いずれの芳香族または脂肪族熱可塑性ポリウレタンも、成分Ａとして好適
であり、透明な非晶質脂肪族熱可塑性ポリウレタンが好適である。脂肪族熱可塑性ポリウ
レタンおよびその製法は、例えばＥＰ－Ｂ１５６７８８３またはＤＥ－Ａ１０３２１０８
１により当業界の熟練者には公知であり、例えばテクシン（登録商標）やデスモパン（登
録商標）という商標でバイエル社より販売されている。
【０１０６】
　好ましい脂肪族の熱可塑性ポリウレタンのショア硬度Ｄは、４５～７０であり、その破
断引張歪値は３０～８００％、好ましくは５０～６００％、特に好ましくは８０～５００
％である。
【０１０７】
　特に好ましい成分Ａは、スチレン系熱可塑性エラストマーである。
【０１０８】
［成分Ｂ］
　上述のように、この熱可塑性成形用組成物は、成分Ｂとして膨張黒鉛を含んでいる。
【０１０９】
　この膨張黒鉛は、成分Ａの熱可塑性ポリマーを与えるモノマーの重合の前に、重合中に
、あるいは重合後に添加できる。重合反応後に黒鉛の添加を行う場合には、押出機または
好ましくは混練機中の熱可塑性溶融物の上に添加することが好ましい。混練機または押出
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機中での混合方法は、特に上記の凝集物の大部分または完全な粉砕であってもよく、これ
により膨張黒鉛粒子は熱可塑性マトリックス中に分散する。
【０１１０】
　ある好ましい実施形態においては、この黒鉛粒子が、高濃縮のマスターバッチの形で、
好ましくは成分Ａとしての熱可塑性樹脂からなる群からから選ばれる熱可塑性樹脂中に供
給される。マスターバッチ中の黒鉛粒子の濃度は、通常５～５０質量％の範囲であり、好
ましくは８～３０質量％、特に好ましくは１２～２２質量％の範囲である。マスターバッ
チの製造は、例えばＵＳ－Ａ５６４３５０２に記載されている。マスターバッチを使用す
ると、特に凝集物の粉砕が改善される。成形用組成物または成形物を得るための加工のた
め、成形用組成物または成形物中の黒鉛粒子の長さの分布は、もともと最初に使用したも
のより短くなる。
【０１１１】
［成分Ｃ］
　原理的には、当業界の熟練者には公知で先行技術に開示されているいずれのプラスチッ
ク混合物用分散剤も、成分Ｃとして使用可能である。好ましい分散剤は、界面活性剤また
は界面活性剤混合物であり、例えば、アニオン性、カチオン性、両性、またはノニオン性
界面活性剤である。当業界の熟練者には公知の、市販のオリゴマー型及びポリマー型の分
散剤がさらに好ましい。これらは、ＣＤ　Ｒｏｍｐｐ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　
［ロンプの化学百科事典］　－　Ｖｅｒｓｉｏｎ　３．０、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ／Ｎｅｗ
　Ｙｏｒｋ：　Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ　２００６、キーワード：“Ｄ
ｉｓｐｅｒｇｉｅｒｈｉｌｆｓｍｉｔｔｅｌ”　［分散剤］に記載されている。
【０１１２】
　例としては、ポリカルボン酸、ポリアミン類、長鎖ポリアミンやポリカルボン酸の塩、
アミン／アミド官能性のポリエステルやポリアクリレート類、大豆レシチン、ポリリン酸
塩、変性カゼインがあげられる。これらの重合型の分散剤は、ブロックコポリマー、櫛型
ポリマー、またはランダムコポリマーの形をとることができる。
【０１１３】
　カチオン性及びアニオンの界面活性剤が、例えば“Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　
Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ”，　Ｊ．　Ｗｉｌｅ
ｙ　＆　Ｓｏｎｓ　（１９６６），　Ｖｏｌｕｍｅ　５，　ｐｐ．　８１６　ｔｏ　８１
８、また、“Ｅｍｕｌｓｉｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｓａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉ
ｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ”，　ｅｄｉｔｏｒｓ　Ｐ．　Ｌｏｖｅｌｌ　ａｎｄ　Ｍ．　Ｅ
ｌ－Ａｓｓｅｒ，　Ｖｅｒｌａｇ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ　（１９９７），　ｐｐ．
　２２４－２２６に記載されている。
【０１１４】
　アニオン界面活性剤の例としては、鎖長が炭素原子数で８～３０の、好ましくは１２～
１８の有機のカルボン酸のアルカリ金属塩があげられる。これらは通常、石鹸と呼ばれる
。通常用いられる石鹸は、ナトリウム塩、カリウム塩、またはアンモニウム塩である。他
の使用可能なアニオン性界面活性剤は、炭素原子数が８～３０の、好ましくは１２～１８
のアルキルスルフェートやアルキル－またはアルキルアリールスルホネートである。特に
好適な化合物は、ナトリウムドデシルスルフェートまたはカリウムドデシルスルフェート
などのアルカリ金属ドデシルスルフェートとＣ１２～Ｃ１６のパラフィンスルホン酸のア
ルカリ金属塩である。他の好適な化合物は、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムとナ
トリウムジオクチルスルホサクシネートである。
【０１１５】
　好適なカチオン性界面活性剤の例としては、アミンまたはジアミンの塩、ヘキサデシル
トリメチルアンモニウムブロマイドなどの４級アンモニウム塩、長鎖で置換されたピリジ
ンやモルホリン、ピペリジンなどの環状アミンの塩である。特に、トリアルキルアミンの
４級アンモニウム塩、例えばヘキサデシルトリメチルアンモニウムブロマイドが用いられ
る。これらのアルキル基は、好ましくは１～２０個の炭素原子を有する。
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【０１１６】
　特にノニオン性界面活性剤を、成分Ｃとして用いてもよい。ノニオン性界面活性剤は、
例えばＣＤ　Ｒｏｍｐｐ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　－　Ｖｅｒｓｉｏｎ　１．０
，　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ／Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：　Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａ
ｇ　１９９５，　キーワード：“Ｎｉｃｈｔｉｏｎｉｓｃｈｅ　Ｔｅｎｓｉｄｅ”　［ノ
ニオン性界面活性剤］に記載されている。
【０１１７】
　好適なノニオン性界面活性剤の例として、ポリエチレンオキシド系またはポリプロピレ
ンオキシド系の物質、例えばＢＡＳＦ社のプルオニック（登録商標）やＴｅｔｒｏｎｉｃ
（登録商標）があげられる。ノニオン性界面活性剤として好適なポリアルキレングリコー
ルのモル質量Ｍｎは、通常、１０００～１５０００ｇ／ｍｏｌの範囲、好ましくは２００
０～１３０００ｇ／ｍｏｌ、特に好ましくは４０００～１１０００ｇ／ｍｏｌの範囲にあ
る。好ましいノニオン性界面活性剤はポリエチレングリコールである。
【０１１８】
　これらのポリアルキレングリコールは公知であり、また公知の方法で、例えば２～８個
の反応性水素原子、好ましくは２～６個の反応性水素原子を有する一種の開始剤分子を添
加し、水酸化ナトリウムまたは水酸化カリウムなどのアルカリ金属の水酸化物触媒、また
はナトリウムメトキシド、ナトリウムエトキシド、カリウムエトキシドまたはカリウムイ
ソプロポキシドなどのアルカリ金属アルコキシド触媒を用いるアニオン重合により、ある
いは、または六塩化アンチモン、フッ化ホウ素エーテル化物、または白土などのルイス酸
触媒を用いるカチオン重合により製造される。なお、これらの反応での出発原料は、アル
キレン基中に２～４個の炭素原子を有する一種以上のアルキレンオキシドである。
【０１１９】
　好適なアルキレンオキシドの例としては、テトラヒドロフラン、ブチレン１，２－また
は２，３－オキシド、スチレンオキシドがあげられ、好ましくはエチレンオキシド及び／
又はプロピレン１，２－オキシドがあげられる。これらのアルキレンオキシドは、個別に
、交互に、あるいは混合物として使用できる。使用の可能な開始剤分子の例としては、水
、コハク酸、アジピン酸、フタル酸、またはテレフタル酸などの有機ジカルボン酸、場合
によってはＮ－モノ置換、またはＮ，Ｎ－またはＮ，Ｎ’－ジアルキル置換された脂肪族
または芳香族ジアミンで、アルキル基が１～４個の炭素原子を有するもの、例えばモノ置
換またはジアルキル置換されたエチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレン
テトラミン、１，３－プロピレンジアミン、１，３－または１，４－ブチレンジアミン、
または１，２－、１，３－、１，４－、１，５－または１，６－ヘキサメチレンジアミン
があげられる。
【０１２０】
　使用可能な他の開始剤分子としては、エタノールアミンやＮ－メチル－及びＮ－エチル
エタノールなどのアミンアルカノールアミン類や、ジエタノールアミンやＮ－メチル－及
びＮ－エチルジエタノールアミンなどのジアルカノールアミン類、トリエタノールアミン
などのトリアルカノールアミン類、アンモニアがあげられる。多価アルコール、特に二価
または三価のアルコールまたはより多価のアルコール、例えばエタンジオールや１，２－
プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレング
リコール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、グリセロール、トリメ
チロールプロパン、ペンタエリスリトール、ショ糖、ソルビトールの使用が好ましい。
【０１２１】
　他の好適な成分Ｃは、既知の方法によりポリアルキレングリコールの末端を、有機酸と
、好ましくはアジピン酸またはテレフタル酸と反応させて生産されるエステル化ポリアル
キレングリコール類、例えば上記のポリアルキレングリコールのモノ－、ジ－、トリ－ま
たはポリエステル類である。ポリエチレングリコールアジペートまたはポリエチレングリ
コールテレフタレートが、成分Ｃとして好ましい。
【０１２２】
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　特に好適なノニオン性界面活性剤は、活性水素原子をもつ化合物をアルコキシル化して
得られる物質であり、例えば脂肪アルコール、オコソアルコール、またはアルキルフェノ
ールヘのエチレンオキシドへの縮合物である。エチレンオキシドまたは１、２－プロピレ
ンオキシドをアルコキシル化反応に用いることが好ましい。
【０１２３】
　他の好ましいノニオン性界面活性剤は、アルコキシル化または非アクコキシル化糖エス
テルまたは糖エーテルである。
【０１２４】
　糖エーテルは、脂肪アルコールを糖と反応させて得られるアルキルグリコシドであり、
糖エステルは、糖と脂肪酸の反応で得られる。上記の物質を製造するのに必要な糖や脂肪
アルコール、脂肪酸は、当業界の熟練者には公知である。
【０１２５】
　好適な糖類が、例えば、Ｂｅｙｅｒ／Ｗａｌｔｅｒ、Ｌｅｈｒｂｕｃｈ　ｄｅｒ　ｏｒ
ｇａｎｉｓｃｈｅｎ　Ｃｈｅｍｉｅ　［有機化学教科書］、Ｓ．　Ｈｉｒｚｅｌ　Ｖｅｒ
ｌａｇ　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ、１９ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ、１９８１、ｐｐ．　３９２～
４２５に記載されている。特に好適な糖類は、Ｄ－ソルビトール、およびＤ－ソルビトー
ルを脱水して得られるソルビタンである。
【０１２６】
　好適な脂肪酸は、飽和のあるいは一重または多重に不飽和の非分岐または分岐状カルボ
ン酸で、炭素原子数が６～２６、好ましくは８～２２、特に好ましくは１０～２０のもの
であり、例えば、ＣＤ　Ｒｏｍｐｐ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　－　Ｖｅｒｓｉｏ
ｎ　１．０、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ／Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：　Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖ
ｅｒｌａｇ　１９９５、ｋｅｙｗｏｒｄ　“Ｆｅｔｔｓａｕｒｅｎ”　［脂肪酸］に記載
されているものである。好ましい脂肪酸は、ラウリン酸や、パルミチン酸、ステアリン酸
、オレイン酸である。
【０１２７】
　好適な脂肪アルコールの炭素骨格は、好適な脂肪酸として述べた化合物の骨格と同じで
ある。
【０１２８】
　糖エーテル、糖エステル、およびこれらの製造方法は、当業界の熟練者には公知である
。好ましい糖エーテルは、既知の方法で上記の糖を上記の脂肪アルコールと反応させて製
造される。好ましい糖エステルは、既知の方法で上記の糖を上記の脂肪酸と反応させて製
造される。好ましい糖エステルは、ソルビタンと脂肪酸のモノ－、ジ－、およびトリエス
テルであり、特にソルビタンモノラウレートや、ソルビタンジラウレート、ソルビタント
リラウレート、ソルビタンモノオレエート、ソルビタンジオレエート、ソルビタントリオ
レート、ソルビタンモノパルミテート、ソルビタンジパルミテート、ソルビタントリパル
ミテート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタンジステアレート、ソルビタントリス
テアレート、セスキオレイン酸ソルビタン、ソルビタンモノ－およびジオレエートの混合
物である。
【０１２９】
［成分Ｄ］
　熱可塑性成形用組成物は、成分Ｄとして、成分Ｂとは異なる繊維状または粒子状の充填
材、またはこれらの混合物を含む。これらは、好ましくは市販製品、例えば炭素繊維やガ
ラス繊維である。炭素ナノチューブも使用可能である。
【０１３０】
　使用可能なガラス繊維は、Ｅガラス、Ａガラス、またはＣガラスからなり、好ましくは
糊剤やカップリング剤で処理されたものである。その直径は、通常６～２０μｍである。
【０１３１】
　連続フィラメント（ロービング）または長さが１～１０ｍｍ、好ましくは３～６ｍｍの
チョップ状のガラス繊維（ステープル）のいずれを用いてもよい。ガラスビーズや鉱物繊
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維、ウィスカー、酸化アルミニウム繊維、雲母、粉末石英、珪灰石などの充填材または強
化材を添加することもできる。
【０１３２】
　この熱可塑性成形用組成物は、さらにプラスチック混合物中で従来からよく用いられて
いる他の添加材料を含むこともできる。
【０１３３】
　この種の添加材料の例としては、成形物の製造に有利な染料や顔料、着色剤、帯電防止
剤、酸化防止剤、熱安定剤、耐光剤、耐加水分解剤、耐化学物質剤、熱分解抑制剤、特に
潤滑剤があげられる。これらの他の添加材料は生産工程のどの段階で供給してもよいが、
添加材料の安定化効果（または他の特異な効果）が早い段階で利用できるように、早い段
階で添加することが好ましい。熱安定化剤または酸化抑制剤は、通常元素周期律表の第Ｉ
族の金属（例えばＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｕ）由来のハロゲン化金属（塩化物、臭化物、ヨウ
化物）である。
【０１３４】
　好適な安定剤は、従来より用いられているヒンダードフェノールや、ビタミンＥまたは
その類似構造化合物である。ＨＡＬＳ安定剤（ヒンダードアミン光安定剤）や、ベンゾフ
ェノン類、レゾルシノール類、サリシレート類、チヌビン（登録商標）ＲＰ（ＣＩＢＡ社
のＵＶ吸収剤の２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチルフェノール）
などのベンゾトリアゾール類、その他の化合物が好適である。これらの量は、通常最大で
２質量％（熱可塑性成形用組成物混合物の全体に対して）である。
【０１３５】
　好適な潤滑剤と離型剤は、ステアリン酸類、ステアリンアルコール、ステアリン酸エス
テルであり、一般的には１２～３０個の炭素原子を有する高級脂肪酸、その誘導体類、お
よび対応する脂肪酸混合物である。これらの添加物の量は、０．０５～１質量％の範囲で
ある。
【０１３６】
　シリコーン油やイソブチレンオリゴマー、または類似物質を添加材料として用いてもよ
く、その量は通常０．０５～５質量％である。ウルトラマリンブルー、フタロシアニン類
、二酸化チタン、硫化カドミウム類、ペリレンテトラカルボン酸誘導体などの顔料や染料
、光沢剤を用いることもできる。
【０１３７】
　ＵＶ安定剤や潤滑剤、帯電防止剤などの加工助剤や安定剤の通常の使用量は０．０１～
５質量％である。
【０１３８】
［導電性粒子を含む成形用組成物または分散液の成分Ｃ］
　好適な成分Ｃは、いずれか所望の導電性材料からなる、またはいろいろな導電性材料の
混合物、または導電性および非導電性材料の混合物からなる、いずれか所望の形状を持つ
いずれかの導電性粒子であり、その平均粒子径は、０．００１～１００μｍであり、好ま
しくは０．００５～５０μｍ、特に好ましくは０．０１～１０μｍ（マイクロトラックＸ
１００装置によるレーザ回折での測定）である。本発明の目的の「導電性粒子」は、電気
抵抗が１０９オーム未満の粒子である。好適な導電性材料の例としては、導電性金属錯体
、導電性有機化合物、またはポリチオフェンやポリピロールなどの伝導性ポリマーがあげ
られ、好ましくは亜鉛、ニッケル、銅、スズ、コバルト、マンガン、鉄、マグネシウム、
鉛、クロム、ビスマス、銀、金、アルミニウム、チタン、パラジウム、白金、タンタルな
どの金属類、これらの合金、またはこれらの金属類の少なくとも一種を含む金属混合物で
ある。適当な合金の例としては、ＣｕＺｎや、ＣｕＳｎ、ＣｕＮｉ、ＳｎＰｂ、ＳｎＢｉ
、ＳｎＣｏ、ＮｉＰｂ、ＺｎＦｅ、ＺｎＮｉ、ＺｎＣｏ、ＺｎＭｎがあげられる。特に好
ましいのは、アルミニウム、鉄、銅、ニッケル、銀、スズ、亜鉛、およびこれらの混合物
である。鉄粉と銅粉が特に好ましい。
【０１３９】
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　この金属は、金属に加えて非金属を含んでいてもよい。例えば、金属の表面の少なくと
も一部に塗膜を有していてもよい。好適な塗膜は、無機物（例えば、ＳｉＯ２やリン酸塩
類）であっても、有機物であってもよい。この金属は、もちろん他の金属または金属酸化
物で被覆されていてもよい。この金属は、また部分酸化された形で存在していてもよい。
【０１４０】
　この導電性粒子は、原理的にはいかなる所望の形状をしていてもよく、使用可能な金属
粒子の例としては、針状、板状、または球状の金属粒子があげられ、球状および板状の粒
子が好ましい。この種の金属粉は市販製品として存在するか、既知の方法により、具体的
には電解析出で、金属塩溶液の化学還元で、例えば水素による酸化物粉末の還元で、ある
いは溶融金属の噴霧または、特にガスや水などの冷却剤中での霧化により容易に製造され
る。
【０１４１】
　球状粒子の金属粉、特にカルボニル鉄粉末の使用が特に好ましい。
【０１４２】
　ペンタカルボニル鉄の熱分解によるカルボニル鉄粉末の製造が知られており、例えば、
Ｕｌｌｍａｎｎ’ｓ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｈｅ
ｍｉｓｔｒｙ，　５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，　Ｖｏｌｕｍｅ　Ａ１４，　ｐａｇｅ　５９
９に記載されている。例えば、ペンタカルボニル鉄は、好ましくは垂直方向に置かれた加
熱分解装置中で、例えば加熱テープ、加熱ワイヤ、あるいは加熱ジャケットにより覆われ
、ここを熱流体が流れる、石英ガラスまたはＶ２Ａスチールなどの耐熱材料からなるチュ
ーブを含む加熱分解容器中で、高温で分解できる。
【０１４３】
　析出後のカルボニル鉄粉末の平均粒子径は、プロセスのパラメーターと分解反応の運転
により広い範囲で制御可能であり、通常０．０１～１００μｍであり、好ましくは０．１
～５０μｍ、特に好ましくは１～１０μｍである。
【０１４４】
　２種の異なる金属で成分Ｃを作る場合は、２種の金属の混合物で行われる。この２種の
金属類が、アルミニウム、鉄、銅、銀、亜鉛、およびスズからなる群から選ばれることが
特に好ましい。
【０１４５】
　しかしながら、成分Ｃは、第一の金属と合金の形の第二の金属（第一の金属との合金ま
たは一種以上の他の金属との合金）とを含んでいてもよいし、二種の異なる合金を含んで
いてもよい。これらの二つの例においては、金属成分はいずれの場合も相互に異なってお
り、したがって、金属粒子の形状は相互に独立して同一であっても異なっていてもよい。
【０１４６】
　金属の選択と共に、金属粒子の形状が、塗布工程後の本発明の分散液の性質に影響を及
ぼす。形状に関しては、当業界の熟練者には公知のいろいろな選択肢がある。例えば、金
属粒子の形状は、針状であっても円柱状、板状、または球状であってもよい。これらの粒
子形状は理想的な形状であり、実際の形状は、例えば製造工程の結果として、多かれ少な
かれこれらから変動している。したがって、本発明の目的においては、液滴状粒子は、理
想的な球状形状からの現実に起こりうる変動の一つである。
【０１４７】
　いろいろな粒子形状の金属が市販されている。
【０１４８】
　金属成分の金属粒子の形状が異なる場合、第一の成分が球状で、第二の成分が板状また
は針状であることが好ましい。
【０１４９】
　異なる粒子形状の場合は、アルミニウムや鉄、銅、銀、亜鉛、スズなどの金属が好まし
い。
【０１５０】
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　ここでは、成分Ｄは成分Ｃとして記載され、成分Ｅは成分Ｄとして記載される。
【０１５１】
［金属化可能な基板または成形物の製造方法］
　成分ＡとＢと、場合によれば成分ＣとＤと、また成分Ｅとからなるこの熱可塑性成形用
組成物は、当業界の熟練者には公知の方法で、例えば用いるポリマーＡにより変わる温度
で、通常１５０℃～３００℃の範囲で、特に２００℃～２８０℃の範囲で、当業界の熟練
者には公知の装置を用いて、溶融状態で成分を混合することで製造される。各ポリマーは
、純粋状態で混合装置に導入してもよい。しかしながら、複数の成分、例えばＡとＢをま
たはＡとＣをまず混合し、次いで他の成分Ａ、Ｂ、及び／又はＣと、または他成分、例え
ばＤと混合してもよい。ある実施形態においては、例えば成分Ａ中に成分Ｂ、Ｃ、または
Ｄ、またはＥが入った濃縮物をまず生産し（添加物マスターバッチと呼ばれる）、次いで
所望量の他の成分と混合する。この熱可塑性成形用組成物を、当業界の熟練者には公知の
方法でペレット化し、例えば、後の工程で押出成形、射出成形、カレンダ加工、または圧
縮成形して金属化可能な成形物（即ち、基板）、例えば箔やシートとし、または複合積層
箔または複合積層シートとすることもできる。しかしながら、混合操作の直後に、または
混合操作（即ち、同時溶融混合と好ましくはスクリュー押出機による押出成形または射出
成形）と共に、これを加工して、特に押出成形または射出成形して金属化可能な成形物、
例えば箔やシートとしてもよい。
【０１５２】
　押出成形による方法の場合のある好ましい実施形態においては、このスクリュー押出機
が、少なくとも一個の分配混合スクリュー部を持つ単軸押出機として設計される。
【０１５３】
　この方法の他の好ましい実施形態においては、スクリュー押出機が、少なくとも一個の
分配混合スクリュー部を持つ二軸押出機として設計される。
【０１５４】
　金属化可能な成形物の押出加工は、当業界の熟練者には公知で先行技術に記載の方法で
、例えばアダプター共押出またはダイ共押出での平坦フィルム押出により、当業界の熟練
者には公知のまたは先行技術に記載の装置を用いて行うことができる。
【０１５５】
　金属化可能な成形物の射出成形、カレンダ加工、または圧縮成形のプロセスは、同様に
当業界の熟練者には公知で、先行技術に記載がある。
【０１５６】
　箔またはシート状の金属化可能な成形物の全体の厚みは、通常１０μｍ～５ｍｍであり
、好ましくは１０μｍ～３ｍｍ、特に好ましくは２０μｍ～１．５ｍｍ、特に１００μｍ
～４００μｍである。
【０１５７】
　この金属化可能な成形物は、さらにプラスチック加工技術では既知の成形プロセスにか
けることができる。
【０１５８】
［複合積層シートまたは複合積層箔］
　箔またはシート状の本発明の金属化可能な成形物は、加工して、例えば金属化可能な複
合積層シートまたは金属化可能な複合積層箔とすることができる。
【０１５９】
　箔またはシート状の金属化可能な成形物は、特に、外層以外に少なくとも一種の熱可塑
性樹脂からなる基板層（１）を持つ多層複合積層シートまたは多層複合積層箔の外層（３
）として好適である。他の実施形態においては、この複合積層シートまたは複合積層箔が
、外層（３）と基板層（１）との間に、他の層（２）、例えば着色層、接着促進剤層、ま
たは中間層を持つことができる。
【０１６０】
　この基板層（１）は、原理的にはいかなる熱可塑性樹脂からなっていてもよい。基板層
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（１）は、好ましくは熱可塑性成形用組成物について述べた以下の材料（衝撃変性ビニル
芳香族コポリマー、スチレン系の熱可塑性エラストマー、ポリオレフィン類、ポリカーボ
ネート類、熱可塑性ポリウレタン類、またはこれらの混合物）から生産され、特に好まし
くは、ＡＳＡ、ＡＢＳ、ＳＡＮ、ポリプロピレン、およびポリカーボネート、またはこれ
らの混合物から生産される。
【０１６１】
　層（２）は、層（１）と層（３）とは異なる。例えばポリマー組成及び／又は添加物含
量、具体的には着色剤または特別効果顔料の含量において異なる。例えば、層（２）は、
好ましくは当業界の熟練者には既知の以下の材料（染料、着色顔料、または雲母やアルミ
ニウムフレークなどの特別効果顔料）を含む発色層であってもよい。しかしながら、層（
２）は、複合積層シートまたは複合積層箔の機械的安定性を改善するのにも役立ち、ある
いは層（１）と（３）の間の接着にも役立つ。
【０１６２】
　本発明の一つの実施形態は、上記の基板層（１）と、外層（３）と、これらの間に位置
する、脂肪族の熱可塑性ポリウレタン、衝撃変性ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、
ポリカーボネート、またはスチレン（コ）ポリマー（例えばＳＡＮ、衝撃変性されたもの
でもよい、例えばＡＳＡまたはＡＢＳ）、またはこれらのポリマーの混合物からなる中間
層（２）とからなる複合積層シートまたは複合積層箔を提供する。
【０１６３】
　脂肪族の熱可塑性ポリウレタンが中間層（２）の材料として使用される場合は、層（３
）に対して述べた脂肪族の熱可塑性ポリウレタンを用いることができる。
【０１６４】
　ポリカーボネートを中間層（２）として用いる場合は、層（３）に対して述べたポリカ
ーボネートを用いることができる。
【０１６５】
　衝撃変性ＰＭＭＡ（耐衝撃ＰＭＭＡまたはＨＩＰＭＭＡ）は、適当な添加物により耐衝
撃性としたポリメタクリル酸メチルである。好適な衝撃変性ＰＭＭＡの例は、Ｍ．　Ｓｔ
ｉｃｋｌｅｒ，　Ｔ．　Ｒｈｅｉｎ、ウルマン工業化学百科事典（Ｕｌｌｍａｎｎ’ｓ　
ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）　Ｖｏ
ｌ．　Ａ２１，　ｐａｇｅｓ　４７３－４８６，　ＶＣＨ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ　Ｗｅ
ｉｎｈｅｉｍ，　１９９２，　ａｎｄ　Ｈ．　Ｄｏｍｉｎｉｎｇｈａｕｓ，　Ｄｉｅ　Ｋ
ｕｎｓｔｓｔｏｆｆｅ　ｕｎｄ　ｉｈｒｅ　Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｅｎ　［プラスチッ
クとその性質］，　ＶＤＩ－Ｖｅｒｌａｇ　Ｄｕｓｓｅｌｄｏｒｆ，　１９９２．に記載
されている。
【０１６６】
　上記の複合積層シートまたは複合積層箔の層厚は、通常１５～５０００μｍであり、好
ましくは３０～３０００μｍ、特に好ましくは５０～２０００μｍである。
【０１６７】
　本発明のある好ましい実施形態においては、この複合積層シートまたは複合積層箔が、
以下の層厚を持つ［基板層（１）：５０μｍ～１．５ｍｍ；外層（３）：１０～５００μ
ｍ］基板層（１）と外層（３）からなる。
【０１６８】
　本発明のもう一つの好ましい実施形態においては、複合積層シートまたは複合積層箔が
、基板層（１）と中間層（２）と外層（３）とからなる。基板層（１）と中間層（２）と
外層（３）とからなる複合積層シートまたは複合積層箔は、好ましくは以下の層厚をもつ
。基板層（１）：５０μｍ～１．５ｍｍ；中間層（２）：５０～５００μｍ；外層（３）
：１０～５００μｍ。
【０１６９】
　本発明の複合積層シートまたは複合積層箔は、上記の層に加えて、外層（３）とは反対
側に面する基板層（１）の面上に他の層を、好ましくは複合積層シートあるいは以下に述
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べる裏打ち層をもつ複合積層箔の接着を改善するための接着促進剤層を持っていてもよい
。この種の接着促進剤層は、好ましくはポリオレフィンに相溶性を示す材料、例えばＳＥ
ＢＳ　（スチレン－エチレン－ブタジエン－スチレンコポリマー、例えばクラトン（登録
商標）という商標で市販）から作られる。この種の接着促進剤層が存在する場合は、その
厚みは、好ましくは１０～３００μｍである。
【０１７０】
　この複合積層シートまたは複合積層箔は、既知で先行技術に記載の方法で生産できる（
例えばＷＯ０４／００９３５）、例えばアダプタ押出または共押出法または相互ラミネー
ション法または層間の相互積層法で生産できる。共押出方法では、個々の層を形成する成
分を押出機中で流動可能とし、特定の装置を用いて、上述の層配列で複合積層シートまた
は複合積層箔を与えるように相互に接触させる。例えば、これらの成分を、スロットダイ
または共押出ダイから共押し出しすることができる。ＥＰ－Ａ２－０２２５５００には、
このプロセスが説明されている。
【０１７１】
　Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
　ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　“Ｃｏｅｘｔｒｕｓｉｏｎ　ｖｏｎ　Ｆｏｌｉｅｎ”，　Ｏｃ
ｔｏｂｅｒ　８　ａｎｄ　９，　１９９６，　ＶＤＩ－Ｖｅｒｌａｇ　Ｄｕｓｓｅｌｄｏ
ｒｆ，　特に、ネッツ氏の論文に記載のように、アダプタ共押出法により製造することも
できる。共押出を使用する場合は、通常この経済的なプロセスが用いられる。
【０１７２】
　これらの複合積層シートや複合積層箔を、加熱型のロール間隙中で箔またはシートを相
互ラミネーションまたは相互積層して生産してもよい。この場合、箔またはシートをまず
別々に生産し、これらが上記の層に相当することとなる。既知のプロセスをこの目的に使
用することができる。箔またはシートを適当に相互に積層させて所望の層配列とし、これ
らを、例えば加熱型のロール間の間隙に通して熱と圧力に暴露して結合させて、複合積層
シートまたは複合積層箔を得る。
【０１７３】
　特にアダプタ共押出プロセスでは、個々の成分の流動特性のバランスをとることが、複
合積層シートまたは複合積層箔中に均一な層を形成するのに有利である。
【０１７４】
［他の成形プロセスで得られる成形物］
　金属化可能な箔またはシートまたは金属化可能な複合積層シートまたは金属化可能な複
合積層箔は、他の成形物の製造に使用できる。これらのプロセスは、いずれか所望の成形
物を、好ましくはシート状の成形物、特に表面積の大きなシート状成形物を与える。これ
らの箔またはシートおよび複合積層シートまたは複合積層箔は、非常に良好な靭性と個々
の層と他の層との間の接着性と寸法安定性に重点が置かれ、表面の剥離によるダメージを
最小限の抑えることが可能な他の成形物の製造に特に好ましく用いられる。他の成形プロ
セスで得ることのできる特に好ましい成形物は、単一層の箔、または複合積層シート、ま
たは複合積層箔と射出成形、発泡成形、塗布、または圧縮成形法により材料の裏面に塗布
されたプラスチックからなる裏打ち層をもつものである。
【０１７５】
　既知のプロセス、例えばＷＯ０４／００９３５に記載のプロセスが、金属化可能な箔ま
たはシートから、あるいは金属化可能な複合積層シートまたは複合積層箔からこれらの成
形物を製造するのに使用できる。（複合積層シートまたは複合積層箔をさらに加工する方
法を以下に述べるが、これらのプロセスは他の箔またはシートの加工にも有用である）。
なんら他の加工段階がなくても、射出成形、発泡成形、塗布または圧縮成形プロセスで、
材料を複合積層シートまたは複合積層箔の裏面に塗布することができる。特に、上記の複
合積層シートまたは複合積層箔を利用すると、前もって熱成形することなく、やや三次元
的な部品の製造が可能となる。しかしながら、これらの複合積層シートまたは複合積層箔
を、前もって熱成形プロセスにかけてもよい。
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【０１７６】
　例えば、裏打ち層と中間層と外層の３層構造または裏打ち層と外層の二層構造からなる
複合積層シートまたは複合積層箔は、熱成形により比較的複雑な部品に加工することがで
きる。雄の金型または雌の金型のいずれを用いてもよい。好適なプロセスは当業界の熟練
者には公知である。この熱成形プロセスは、複合積層シートまたは複合積層箔を配向させ
る。高い配向比率でも、例えば最大１：５でも、複合積層シートまたは複合積層箔の表面
品質と金属化効率は低下しないため、熱成形プロセスで可能な配向にはほとんど制限がな
い。この熱成形プロセスの後、複合積層シートまたは複合積層箔は、他の成形工程に、例
えば形状カットにかけることができる。
【０１７７】
　他の金属化可能な成形物は、適当なら上記の熱成形プロセスの後で、複合積層シートま
たは複合積層箔の裏面に射出成形、発泡成形、塗布、または圧縮成形プロセスにより材料
を取り付けることで製造できる。これらのプロセスは当業界の熟練者には既知のであり、
例えばＤＥ－Ａ１１００５５１９０またはＤＥ－Ａ１１９９３９１１１に記載されている
。
【０１７８】
　これらの射出成形、圧縮成形または製膜工程で塗布されるプラスチック材料は、好まし
くはＡＳＡポリマーまたはＡＢＳポリマー、ＳＡＮポリマー、ポリ（メタ）アクリレート
類、ポリエーテルスルフォン類、ポリブチレンテレフタレート、ポリカーボネート類、ポ
リプロピレン（ＰＰ）、またはポリエチレン（ＰＥ）系の熱可塑性成形用組成物や、ＡＳ
ＡポリマーまたはＡＢＳポリマーとポリカーボネートポリブチレンテレフタレートトから
なるブレンド、ポリカーボネートとポリブチレンテレフタレートトからなるブレンドであ
り、もしＰＰ及び／又はＰＥが使用される場合は、明らかに、基板層に前もって接着促進
剤層を形成することが可能となる。特に好適なプラスチック材料は、非晶質の熱可塑性樹
脂とこれらのブレンドである。射出成形プロセスでの材料裏面への取り付けに好ましく使
用されるプラスチック材料は、ＡＢＳポリマーまたはＳＡＮポリマーである。もう一つの
好ましい実施形態においては、当業界の熟練者には既知の熱硬化性成形用組成物が、発泡
成形または圧縮成形プロセスにより材料の裏面へ取り付けられる。ある好ましい実施形態
においては、これらがガラス繊維強化材料であり、好適な例が、特にＤＥ－Ａ１１００５
５１９０に記載されている。発泡成形プロセスによる材料の裏面への取り付けのためには
、ポリウレタンフォームの、例えばＤＥ－Ａ１１９９３９１１１に記載のものの使用が好
ましい。
【０１７９】
　ある好ましい製造工程においては、金属化可能な複合積層シートまたは複合積層箔が熱
成形され、次いで金型内塗装用金型に置かれ、射出成形、塗布、または圧縮成形プロセス
により熱可塑性成形用組成物が材料の裏面に形成されるか、発泡成形または圧縮成形プロ
セスにより熱硬化性成形組成物が材料の裏面に形成される。
【０１８０】
　熱成形後、金型内塗装用金型に入れる前に、この複合積層シートまたは複合積層箔を形
状カットにかけてもよい。この形状カットは、金型内塗装用金型から取り出す後まで延期
することもできる。
【０１８１】
［分散液］
　もう一つの好ましい実施形態においては、化学めっき及び／又は電解めっき法での金属
の析出のために本発明の方法で使用できる基板が、化学めっき及び／又は電解めっき法に
よる金属化工程の前に、基板に膨張黒鉛を含む分散液を与え、この分散液を少なくとも部
分的に乾燥及び／又は少なくとも部分的に硬化させたものである。
【０１８２】
　好ましい膨張黒鉛を含む分散液は、成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’の総質量（合計が１００質
量％）に対して
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　ａ’　０．１～９９．９質量％の、好ましくは２～８９．５質量％、特に好ましくは４
～８４質量％の成分Ａ’と、
　ｂ’　０．１～３０質量％の、好ましくは０．５～２０質量％、特に好ましくは１～１
０質量％の成分Ｂ’と、
　ｃ’　０～９９．８質量％の、好ましくは１０～９７．５質量％、特に好ましくは１５
～９５質量％の成分Ｃ’を含んでいる。
この分散液は、上記の成分Ａ’～Ｃ’以外に、少なくとも一種の以下の成分を含んでいて
もよい。　
　ｄ’　成分Ａ’～Ｃ’の総質量に対して０．１～５０質量％の、好ましくは０．５～４
０質量％の、特に好ましくは１～２０質量％の分散剤成分Ｄ１と、
　ｅ’　成分Ａ’～Ｃ’の総質量に対して０～５０質量％の、好ましくは０．１～４０質
量％の、特に好ましくは０．５～３０質量％の、成分Ｂ’とは異なる充填材成分Ｅ。
分散液の個々の成分を以下に述べる。
【０１８３】
［成分Ａ’］
　有機の結着剤成分Ａ’は、結着剤または結着剤混合物である。可能な結着剤としては、
顔料に親和性のアンカー基をもつ結着剤、天然及び合成ポリマーとそれらの誘導体、天然
および合成樹脂とそれらの誘導体、天然ゴム、合成ゴム、タンパク質、セルロース誘導体
、乾燥および非乾燥油等が含まれる。これらは、化学的または物理的に硬化可能な物質、
例えば空気硬化性、放射線硬化性、または熱硬化性物質であってもよいし、なくてもよい
。
【０１８４】
　結着剤成分Ａ’は、好ましくはポリマーまたはポリマー混合物である。
【０１８５】
　結着剤として好ましいポリマーとしては、ＡＢＳ（アクリロニトリル－ブタジエン－ス
チレン）；ＡＳＡ（アクリロニトリル－スチレン－アクリレート）；アクリル酸化アクリ
レート類；アルキド樹脂；アルキルビニルアセテート類；アルキレン－酢酸ビニルコポリ
マー、特にメチレン－酢酸ビニル、エチレン－ビニルアセテート、ブチレン－酢酸ビニル
；アルキレン－塩化ビニルコポリマー；アミノ樹脂；アルデヒド樹脂やケトン樹脂；セル
ロースやセルロース誘導体、特にヒドロキシアルキルセルロース、酢酸セルロースやプロ
ピオン酸セルロース、酪酸セルロースなどのセルロースエーテル類、カルボキシアルキル
セルロース類、硝酸セルロース；エポキシアクリレート類；エポキシ樹脂；変性エポキシ
樹脂、例えば二官能性のまたは多官能性のビスフェノールＡまたはビスフェノールＦ樹脂
、エポキシ－ノボラック樹脂、臭素化エポキシ樹脂、シクロアリファチックエポキシ樹脂
；脂肪族エポキシ樹脂、グリシド酸エーテル類、ビニルエーテル類、エチレン－アクリル
酸コポリマー；炭化水素樹脂類；ＭＡＢＳ（アクリレート単位を含む透明ＡＢＳ）；メラ
ミン樹脂、無水マレイン酸コポリマー；メタクリレート類；天然ゴム；合成ゴム；塩化ゴ
ム；天然型樹脂類；ロジン類；セラック；フェノール樹脂；ポリエステル類；フェニルエ
ステル樹脂などのポリエステル系樹脂；ポリスルホン類；ポリエーテルスルフォン類；ポ
リアミド類；ポリイミド類；ポリアニリン類；ポリピロール類；ポリブチレンテレフタレ
ート（ＰＢＴ）；ポリカーボネート（例えば、バイエル社のマクロロン（登録商標））；
ポリエステルアクリレート類；ポリエーテルアクリレート類；ポリエチレン；ポリエチレ
ン－チオフェン類；ポリエチレンナフタレート類；ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）；ポリエチレンテレフタレートグリコール（ＰＥＴＧ）；ポリプロピレン；ポリメタク
リル酸メチル（ＰＭＭＡ）；ポリフェニレンオキシド（ＰＰＯ）；ポリスチレン類（ＰＳ
）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）；ポリテトラヒドロフラン；ポリエーテル
類（例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール）、ポリビニル化合物、
特にポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ＰＶＣコポリマー、ＰＶｄＣ、ポリ酢酸ビニル、および
これらのコポリマー、ポリビニルアルコール、適当なら部分加水分解物、ポリビニルアセ
タール類、ポリ酢酸ビニル類、ポリビニルピロリドン、ポリビニルエーテル類、溶液状又
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は分散液状のポリビニルアクリレート類とポリビニルメタクリレート類、およびこれらの
コポリマー、ポリアクリレート類とポリスチレンコポリマー；ポリスチレン（衝撃変性物
または非衝撃変性物）；ポリウレタン類、非架橋またはイソシアネート架橋物；ポリウレ
タンアクリレート類、スチレン系－アクリル系のコポリマー；スチレン－ブタジエンブロ
ックコポリマー（例えば、ＢＡＳＦ社のスチロフレックス（登録商標）またはスチロルッ
クス（登録商標）、ＣＰＣ社のＫ樹脂、クラトンポリマー社のクラトンＤまたはクラトン
Ｇ）；タンパク質、例えばカゼイン；ＳＩＳ；トリアジン樹脂、ビスマレイミド－トリア
ジン樹脂（ＢＴ）、シアネートエステル樹脂（ＣＥ）、アリル化ポリフェニレンエーテル
類（ＡＰＰＥ）があげられる。
【０１８６】
　２種以上のポリマーの混合物を有機結着剤成分Ａ’としてもよい。
【０１８７】
　成分Ａ’として好ましいポリマーとしては、アクリレート類、アクリレート樹脂類、セ
ルロース誘導体、メタクリレート類、メタアクリル酸樹脂、メラミンおよびアミノ樹脂、
ポリアルキレン類、ポリイミド類、エポキシ樹脂、変性エポキシ樹脂、例えば二官能性の
または多官能性のビスフェノールＡまたはビスフェノールＦ樹脂、エポキシ－ノボラック
樹脂、臭素化エポキシ樹脂、シクロアリファチックエポキシ樹脂；脂肪族のエポキシ樹脂
、グリシド酸エーテル類、ビニルエーテル類、フェノール樹脂、ポリウレタン類、ポリエ
ステル類、ポリビニルアセタール類、ポリ酢酸ビニル類、ポリスチレン類、ポリスチレン
コポリマー、ポリスチレン－アクリレート類、スチレン－ブタジエンブロックコポリマー
、アルキレン－酢酸ビニル類、塩化ビニルコポリマー類、ポリアミド類、およびこれらの
コポリマーがあげられる。
【０１８８】
［成分Ｂ’］
　成分Ｂ’として使用可能な材料は、上に成分Ｂとして記載されている膨張黒鉛粒子であ
る。
【０１８９】
　本発明のある実施形態においては、この黒鉛粒子の分散液への添加方法は、黒鉛粒子を
まず結着剤成分Ａ’に導入し、成分Ａ’がポリマーまたはポリマー混合物を含む場合は、
この導入を結着剤成分Ａ’を与えるモノマーの重合中または重合後に行うことである。黒
鉛粒子を重合反応後に添加する場合は、好ましくは押出機中で、あるいは好ましくは混練
機中でこれを溶融ポリマーに添加する。混練機または押出機中で混合すると、黒鉛粒子の
凝集物を実質的にあるいは完全に粉砕でき、黒鉛粒子を高分子マトリックス中に分散させ
ることができる。
【０１９０】
　前もって黒鉛粒子を結着剤成分Ａ’に導入する、ある好ましい実施形態においては、黒
鉛粒子を、成分Ａ’として用いられるポリマーからなる群から選ばれるポリマー中に高度
に濃縮されたマスターバッチの形で供給することができる。マスターバッチ中の黒鉛粒子
の濃度は、通常５～５０質量％の範囲であり、好ましくは８～３０質量％、特に好ましく
は１２～２２質量％の範囲である。マスターバッチの製造は、例えばＵＳ－Ａ５６４３５
０２に記載されている。マスターバッチを使用すると、特に凝集物の粉砕が改善される。
【０１９１】
　分散液中への導入により、あるいは前もって成分Ａ’への導入により、黒鉛粒子の長さ
の分布が、最初に用いたものより短くなる。
【０１９２】
［成分Ｃ’］
　この分散液は、さらに溶媒成分Ｃ’を含んでいる。これは溶媒または溶媒混合物からな
る。
【０１９３】
　好適な溶媒の例としては、脂肪族及び芳香族炭化水素（例えば、ｎ－オクタン、シクロ
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ヘキサン、トルエン、キシレン）、アルコール類（例えば、メタノール、エタノール、１
－プロパノール、２－プロパノール、１－ブタノール、２－ブタノール、アミルアルコー
ル）、多価アルコール類（例えば、グリセロール、エチレングリコール、プロピレングリ
コール、ネオペンチルグリコール）、アルキルエステル類（例えば、酢酸メチル、酢酸エ
チル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、酢酸イソブチル、酢酸イソプロピル、３－メチルブタ
ノール）、アルコキシアルコール類（例えば、メトキシプロパノール、メトキシブタノー
ル、エトキシプロパノール）、アルキルベンゼン類（例えば、エチルベンゼン、イソプロ
ピルベンゼン）、ブチルグリコール、ブチルジグリコール、アルキルグリコールアセテー
ト類（例えば、ブチルグリコールアセテート、ブチルジグリコールアセテート）、ジアセ
トンアルコール、ジグリコールジアルキルエーテル類、ジグリコールモノアルキルエーテ
ル類、ジプロピレンジグリコールジアルキルエーテル類、ジプロピレングリコールモノア
ルキルエーテル類、ジグリコールアルキルエーテルアセテート類、ジプロピレングリコー
ルアルキルエーテルアセテート類、ジオキサン、ジプロピレングリコールやジプロピレン
グリコールエーテル類、ジエチレングリコールやジエチレングリコールエーテル類、ＤＢ
Ｅ（二価エステル類）、エーテル類（例えば、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン）
、塩化エチレン、エチレングリコール、エチレングリコールアセテート、エチレングリコ
ールジメチルエーテル、クレゾール、ラクトン類（例えば、ブチロラクトン）、ケトン類
（例えば、アセトン、２－ブタノン、シクロヘキサノン、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）
、メチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ））、メチルジグリコール、塩化メチレン、メチレ
ングリコール、メチルグリコールアセテート、メチルフェノール類（オルト－、メタ－、
パラクレゾール）、ピロリドン類（例えば、Ｎ－メチル－２－ピロリドン）、プロピレン
グリコール、プロピレンカーボネート、四塩化炭素、トルエン、トリメチロールプロパン
（ＴＭＰ）、芳香族炭化水素類と混合物、脂肪族炭化水素類と混合物、アルコール系モノ
テルペン類（例えば、テルピネオール）、水、およびこれらの溶媒の２つ以上の混合物が
あげられる。
【０１９４】
　好ましい溶媒は、アルコール類（例えばエタノール、１－プロパノール、２－プロパノ
ール、ブタノール）、アルコキシアルコール類（例えば、メトキシプロパノール、エトキ
シプロパノール、ブチルグリコール、ブチルジグリコール）、ブチロラクトン、ジグリコ
ールジアルキルエーテル類、ジグリコールモノアルキルエーテル類、ジプロピレングリコ
ールジアルキルエーテル類、ジプロピレングリコールモノアルキルエーテル類、エステル
類（例えば、酢酸エチル、酢酸ブチル、ブチルグリコールアセテート、ブチルジグリコー
ルアセテート、ジグリコールアルキルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールアル
キルエーテルアセテート、ＤＢＥ）、エーテル類（例えば、テトラヒドロフラン）、多価
アルコール類（例えば、グリセロール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ネ
オペンチルグリコール）、ケトン類（例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイ
ソブチルケトン、シクロヘキサノン）、炭化水素類（例えば、シクロヘキサン、エチルベ
ンゼン、トルエン、キシレン）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、水、及びこれらの混合物
である。
【０１９５】
［成分Ｄ’］
　この分散液は、さらに分散剤成分Ｄ’として、上述の成分Ｃとしての分散剤を含んでい
てもよい。
【０１９６】
［成分Ｅ’］
　この分散は、さらに充填材成分Ｅ’として、上述の成分Ｄとしての充填材を含んでもよ
い。
【０１９７】
　この分散液は、さらに、上記の成分Ａ’、Ｂ’及びＣ’、また適当なら、成分Ｄ’及び
／又はＥ’に加えて、他の添加材料、例えば加工助剤や安定剤（例えば、ＵＶ安定剤や潤
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滑剤、腐食防止剤、難燃剤）を含んでいてもよい。
【０１９８】
　また、他の添加物、例えばシリカやケイ酸塩、例えばアエロジルまたはベントナイトな
どのチキソトロピー効果を持つ試薬またはチキソトロピー効果を持つ有機試薬、ポリアク
リル酸などの増粘剤、ポリウレタン類、硬化ヒマシ油、染料、脂肪酸、脂肪酸アミド類、
可塑剤、界面活性剤、消泡剤、潤滑剤、吸水材、架橋剤、光開始剤、錯化剤、ワックス類
、顔料、導電性ポリマー粒子を用いることもできる。
【０１９９】
　他の添加材料の含量は、分散液の総質量に対して、通常０．０１～３０質量％である。
この含量は、好ましくは０．１～１０質量％である。
【０２００】
　分散液を製造するのに好ましい方法は以下の工程からなる：　
　ａ’）　成分Ａ’～Ｂ’（または、Ａ～Ｃ）と少なくとも成分Ｃ’の一部（または、Ｄ
）または適当なら、Ｄ’、及びＥ’（または、Ｅ、Ｆ）、更にこれ以外の成分とを混合す
る工程と、
　ｂ’）混合物を分散する工程と、
　ｃ’）適当なら、それぞれの利用プロセスに適した粘度への調整のための成分Ｃ（また
は、Ｄ）の、工程ａ’）で使用されなかった分を添加する工程。
この分散液は、当業界の熟練者には既知の装置を用いて、激しい混合と分散により製造さ
れる。すなわち、強分散装置中での、例えば混練機、ボールミル、ビーズミル、ディソル
バー、３本ロールミル、またはローターステーター式混合機中での成分の混合である。
【０２０１】
　分散液の所望成分すべてを、単一段の加工工程で混合することができる。しかしながら
、上述のように、２つ以上の成分を、例えば成分Ａ’とＢ’を前もって混合して、残る成
分の混合を、続く別の加工工程にまで延期することもできる。
【０２０２】
　基板の表面の少なくとも一部へ金属層を形成するための本発明の方法のある一つの実施
形態は、以下の工程からなる：　
　ａ）膨張黒鉛を含む分散液を基板に塗布する工程と、
　ｂ）基板上に塗布された層を、少なくとも部分的に乾燥及び／又は少なくとも部分的に
硬化する工程と、
　ｃ）少なくとも部分的に乾燥され及び／又は少なくとも部分的に硬化された分散層上へ
化学めっき法及び／又は電解めっき法による金属を析出させる工程。
【０２０３】
　工程ａ）での分散液の塗布工程と粘度の調整のプロセスでは、分散液を攪拌し、温度を
コントロールすることが好ましい。
【０２０４】
　適当なら、工程ｂ）とｃ）の間に活性化工程を入れてもよい。これは、乾燥及び／又は
硬化後の分散層を、少なくとも部分的に化学的及び／又は機械的に分解させて、少なくと
も部分的に導電性粒子を暴露させる工程である。
【０２０５】
　導電性粒子が酸化しやすい材料を含む場合は、本プロセスの変法として、構造を有する
あるいは平坦な乾燥及び／又は硬化後の分散層上に金属層を形成する前に、導電性粒子の
酸化物層を少なくとも部分的に除くことができる。例えばこの酸化物層を除くのに化学的
及び／又は機械的な手段を用いてもよい。導電性粒子から酸化物層を化学的に除去するた
めに乾燥及び／又は硬化後の分散層の処理に用いることのできる好適な物質は、酸であり
、具体的には、濃硫酸または希硫酸、または濃塩酸または希塩酸、クエン酸、リン酸、ア
ミドスルホン酸、ギ酸、または酢酸である。
【０２０６】
　この酸化物層の少なくとも部分的な除去、また表面での導電性粒子の少なくとも部分的
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な露出を、同時に行うことができる。
【０２０７】
　非導電性の材料、例えばポリマーにより、好適な基板が与えられる。好適なポリマーと
しては、エポキシ樹脂（例えば、二官能性または多官能性の、アラミド強化またはガラス
繊維強化または紙強化エポキシ樹脂（例えば、ＦＲ４））、ガラス繊維強化プラスチック
、液晶ポリマー（ＬＣＰ）、ポリフェニレンスルフイド類（ＰＰＳ）、ポリオキシメチレ
ン類（ＰＯＭ）、ポリアリールエーテルケトン類（ＰＡＥＫ）、ポリエーテルエーテルケ
トン類（ＰＥＥＫ）、ポリアミド類（ＰＡ）、ポリカーボネート類（ＰＣ）、ポリブチレ
ンテレフタレート類（ＰＢＴ）、ポリエチレンテレフタレート類（ＰＥＴ）、ポリイミド
類（ＰＩ）、ポリイミド樹脂、シアネートエステル類、ビスマレイミド－トリアジン樹脂
、ナイロン、ビニルエステル樹脂、ポリエステル類、ポリエステル系樹脂、ポリアミド類
、ポリアニリン類、フェノール樹脂、ポリピロール類、ポリナフタレンテレフタレート類
、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレンジオキシチオフェン類、フェノール樹脂、塗装
アラミド紙、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、メラミン樹脂、シリコーン樹脂
、フルオロ樹脂、誘電体、ＡＰＰＥ、ポリエーテルイミド類（ＰＥＩ）、ポリフェニレン
オキシド類（ＰＰＯ）、ポリプロピレン類（ＰＰ）、ポリエチレン類（ＰＥ）、ポリスル
ホン類（ＰＳＵ）、ポリエーテルスルフォン類（ＰＥＳ）、ポリアリールアミド類（ＰＡ
Ａ）、ポリ塩化ビニル類（ＰＶＣ）、ポリスチレン類（ＰＳ）、アクリロニトリル－ブタ
ジエン－スチレン類（ＡＢＳ）、アクリロニトリル－スチレン－アクリレート類（ＡＳＡ
）、スチレン－アクリロニトリル類（ＳＡＮ）、上述のポリマーの２種以上の混合物があ
げられ、これらは非常にいろいろな形状を取ることができる。これらの基板は、当業界の
熟練者には既知の添加物、例えば難燃剤を含んでいてもよい。
【０２０８】
　原理的には、成分Ａとしてあげたポリマーのいずれを用いてもよい。
【０２０９】
　他の好適な基板は、プレスしてシートまたはロール状とした、複合材料や発泡体型のポ
リマー、スチロポール（登録商標）、スチロデュール（登録商標）、ポリウレタン類（Ｐ
Ｕ）、セラミック表面、織物、板紙、厚紙、紙、ポリマーコート紙、木材、鉱物材料、ケ
イ素、ガラス、植物組織、または動物組織、または樹脂含浸の織布である。
【０２１０】
　本発明のこの実施形態の目的では、「非導電性基板」とは、好ましくはその基板の表面
抵抗が１０９オームｓ／ｃｍを超えることを意味する。　
　当業界の熟練者には既知の方法により、この基板／裏打ち材にこの分散液が塗布される
。
【０２１１】
　基板表面への塗布は、一面以上に行うことができ、一、二、または三次元に及んでもよ
い。基板は、通常、望ましい用途に好適ないずれか所望の形状を有している。
【０２１２】
　工程ａ）において、構造を持つあるいは構造を持たない状態でこの分散液が塗布される
。塗布の工程［工程ａ）］と乾燥及び／又は硬化の工程［工程ｂ）］と金属の析出の工程
［工程ｃ）］を、連続的な方法で実施することが好ましい。これは、工程ａ）とｂ）とｃ
）とを単純に実施することで行われる。しかし、回分的あるいは半連続的なプロセスもも
ちろん可能である。
【０２１３】
　用いることのできる塗布方法は、既存の公知の塗布方法（例えば、塗布や、散布、ドク
ター塗布、ブラシ塗布、印刷（凹版印刷、スクリーン印刷、フレキソ印刷、パッド印刷、
インクジェット、オフセット、ＤＥ１００５１８５０等に記載のレーザーソニック（登録
商標）法）、吹き付け、浸漬塗布、ロール塗布、粉体塗装、流動床など）である。この層
厚は、好ましくは０．０１～１００μｍの範囲であり、より好ましくは０．１～５０μｍ
、特に好ましくは１～２５μｍの範囲である。これらの層は、構造を持った状態であるい
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は持たない状態で塗布される。
【０２１４】
　構造的または非構造的に塗布された塗膜の乾燥または硬化には、従来法が用いられる。
例えば、この分散液を、化学的な経路で、例えば結着剤の重合、重付加または重縮合反応
により、例えばＵＶ照射、電子線照射、マイクロ波照射、ＩＲ照射、または加熱により硬
化させることができ、また純粋に物理的な経路で、例えば溶媒の蒸発により硬化させるこ
とができる。物理的経路と化学的経路で同時に乾燥を行うこともできる。
【０２１５】
　分散液の塗布と少なくとも部分的な乾燥及び／又は少なくとも部分的な硬化後に得られ
た層は、続く、少なくとも部分的に乾燥され及び／又は少なくとも部分的に硬化された分
散層上への化学めっき及び／又は電解めっき法による金属の析出を可能とする。
【０２１６】
［無電流法または電解めっき法による基板への金属の析出］
　膨張黒鉛、例えば黒鉛含有熱可塑性成形用組成物を含む表面を持つ基板、または黒鉛含
有分散液を塗布された基板は、電解めっき方法による金属層の析出に、即ち複雑な基板表
面の前処理の必要なしでの金属化基板の製造に特に適している。
【０２１７】
　原理的には、当業界の熟練者には既知で、無電流法または電解めっき法によるプラスチ
ック表面への金属の析出に関する文献に記載のいずれの方法も、金属化基板の製造プロセ
スとして好適である。（例えば、Ｈａｒｏｌｄ　Ｅｂｎｅｔｈ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｍｅｔ
ａｌｌｉｓｉｅｒｅｎ　ｖｏｎ　Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆｆｅｎ：　Ｐｒａｋｔｉｓｃｈｅ　
Ｅｒｆａｈｒｕｎｇｅｎ　ｍｉｔ　ｐｈｙｓｉｋａｌｉｓｃｈ，　ｃｈｅｍｉｓｃｈ　ｕ
ｎｄ　ｇａｌｖａｎｉｓｃｈ　ｍｅｔａｌｌｉｓｉｅｒｔｅｎ　Ｈｏｃｈｐｏｌｙｍｅｒ
ｅｎ　［プラスチックの金属化：物理的方法、化学的方法、及び電解めっき方法により金
属化された高分子での実用的な経験］、Ｅｘｐｅｒｔ　Ｖｅｒｌａｇ，　Ｒｅｎｎｉｎｇ
ｅｎ－　Ｍａｌｍｓｈｅｉｍ，　１９９５，　ＩＳＢＮ　３－８１６９－１０３７－８；
　Ｋｕｒｔ　Ｈｅｙｍａｎｎ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆｆｍｅｔａｌｌｉｓ
ｉｅｒｕｎｇ：　Ｈａｎｄｂｕｃｈ　ｆｕｒ　Ｔｈｅｏｒｉｅ　ｕｎｄ　Ｐｒａｘｉｓ　
［プラスチックの金属化：理論的実用的なマニュアル］　Ｎｏ．　２２　ｉｎ　ｔｈｅ　
ｓｅｒｉｅｓ　ｏｆ　ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｅｎｔｉｔｌｅｄ　Ｇａｌｖａｎｏｔ
ｅｃｈｎｉｋ　ｕｎｄ　Ｏｂｅｒｆｌａｃｈｅｎｂｅｈａｎｄｌｕｎｇ　［電解めっき技
術と表面処理］、Ｓａｕｌｇａｕ：　Ｌｅｕｚｅ，　１９９１；　Ｍｉｔｔａｌ，　Ｋ．
　Ｌ．　（ｅｄ．），　Ｍｅｔａｌｌｉｚｅｄ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ｔｈｒｅｅ：　Ｆｕ
ｎｄａｍｅｎｔａｌ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ａｓｐｅｃｔｓ，　Ｔｈｉｒｄ　Ｅｌｅ
ｃｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　ｏｎ　Ｍｅｔａｌｌ
ｉｚｅｄ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ：　Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ，　Ｐｈｏｅｎｉｘ，　Ａｒｉ
ｚｏｎａ，　Ｏｃｔｏｂｅｒ　１３－１８，　１９９１，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　Ｐｌｅ
ｎｕｍ　Ｐｒｅｓｓを参照）。
【０２１８】
　それぞれ最終的な成形プロセスの後、金属化可能な基板をカソードとして、これに電圧
をかけ、酸性、中性または塩基性の金属塩溶液と接触させることが好ましい。その際、電
解めっき法により、この金属塩溶液の金属が金属化可能な基板中の黒鉛粒子含有表面上に
析出する。好ましい析出金属は、クロムやニッケル、銅、金、銀であり、特に銅である。
例えば金属化可能な基板を、外部電圧と電流をかけながら、異なる金属の溶液を含む複数
の浸漬塗装浴に導いて、電解めっき法で複数の金属層を続けて析出させることも可能であ
る。無電流メッキの場合、金属は、導電性粒子（Ｃ）より貴である必要がある。
【０２１９】
　化学物質及び／又は電解めっきによる無電流金属化の前に、金属化可能な基板の表面の
前処理は特に必要ないが、原理的には、当業界の熟練者には既知の方法により表面活性化
を行うことが好ましい。接着を改善し金属析出を早めるために、制御された状態で表面を
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粗し、あるいはコントロールされた方法で表面に黒鉛粒子を露出させて、基板表面の表面
活性化を行ってもよい。黒鉛粒子の露出は、金属化を行うのに高分子マトリックス中のよ
り少ない部分を使うことができるという利点を有している。
【０２２０】
　この表面活性化は、例えば、機械的な研磨、特にブラシ研磨、研削、または研磨材を用
いる研磨、またはウォータージェット圧衝撃、またはサンドブラスト、または超臨界二酸
化炭素（ドライアイス）を用いるブラストにより行うことができ、また、物理的な方法で
、例えば加熱や、レーザー、紫外光、コロナまたはプラズマの照射、及び／又は化学的な
摩擦により、特にエッチング及び／又は酸化により行うことができる。機械的研磨及び／
又は化学的研磨を行う方法は、当業界の熟練者には既知であり、先行技術に記載がある。
【０２２１】
　研削に用いられる研磨材は、当業界の熟練者には既知のいずれかの研磨材であってもよ
い。好適な研磨材の一例は軽石粉である。ウォータージェット加圧下で、硬化分散体の最
上層を研磨するには、このウォータージェットが、小さい固体粒子を、例えば平均粒子径
分布が４０～１２０μｍである、好ましくは６０～８０μｍである軽石粉（Ａｌ２Ｏ３）
または粒径が＞３μｍの石英（ＳｉＯ２）を含むことが好ましい。　
【０２２２】
　金属化可能な基板の延伸により、特に倍率が１．１～１０、好ましくは１．２～５、特
に好ましくは１．３～３での延伸により表面活性化を行ってもよい。
【０２２３】
　もちろん、機械的な及び／又は化学的な研磨や延伸についての上記実施形態を、表面活
性化のために併用することもできる。
【０２２４】
　延伸は、一方向以上に行うことができる。押出成形物、線状物、またはチューブの場合
は、延伸は好ましくは一方向に行われ、シート状プラスチックの場合は、例えば箔または
シートのブロー成形または熱成形プロセスにより、多方向に、特に二方向に延伸すること
が好ましい。多方向延伸の場合は、延伸の少なくとも一方向において上記の延伸倍率が達
成されることが肝要である。
【０２２５】
　延伸の用いることのできるプロセスは、原理的には、文献記載で当業界の熟練者には既
知のいずれの延伸プロセスであってもよい。箔用の好ましい延伸プロセスの例は、ブロー
成形プロセスである。
【０２２６】
　化学研磨の場合は、基板ポリマーに対して好適な化学物質または化学物質混合物を用い
ることが好ましい。化学研磨の場合は、ポリマーの表面を、例えば少なくとも部分的に溶
媒で溶解除去してもよく、またはマトリックス材料の化学構造を、少なくともある程度、
適当な試薬で乱して黒鉛粒子を露出させてもよい。マトリックス材料を膨潤させる試薬が
、黒鉛粒子を露出させるのに好適である。膨潤により空洞ができ、そこに析出する金属イ
オンが電解液から流入し、黒鉛の大部分の金属化が可能となる。露出する黒鉛粒子の比率
が増加すると金属化速度が増加する。
【０２２７】
　マトリックス材料が、例えばエポキシ樹脂、変性エポキシ樹脂、エポキシ－ノボラック
、ポリアクリレート、ＡＢＳ、スチレン－ブタジエンコポリマー、またはポリエーテルの
場合は、酸化剤を用いて黒鉛粒子を放出させることが好ましい。この酸化剤は、マトリッ
クス材料の結合を切断し、結着剤を除去して粒子を放出させる。好適な酸化剤の例として
は、マンガン酸塩（例えば、過マンガン酸カリウム、マンガン酸カリウム、過マンガン酸
ナトリウム、マンガン酸ナトリウム）、過酸化水素、酸素、触媒（例えば、マンガン塩、
モリブデン塩、ビスマス塩、タングステン塩、コバルト塩）の存在下での酸素、オゾン、
五酸化バナジウム、二酸化セレン、アンモニウムポリスルフィド溶液、硫黄存在下でのア
ンモニアまたはアミン類、二酸化マンガン、鉄酸カリウム、重クロム酸／硫酸、硫酸また
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は酢酸または無水酢酸中のクロム酸、硝酸、ヨウ化水素酸、臭化水素酸、重クロム酸ピリ
ジニウム、クロム酸ピリジン錯体、クロム酸無水物、酸化クロム（ＶＩ）、過ヨウ素酸、
四酢酸鉛、キノン、メチルキノン、アントラキノン、臭素、塩素、フッ素、第二鉄塩溶液
、二硫酸塩溶液、過炭酸ナトリウム、オキソハロ酸（例えば、塩素酸または臭素酸または
ヨウ素酸）の塩類、過ハロ酸塩（例えば、過ヨウ素酸ナトリウムまたは過塩素酸ナトリウ
ム）、過ホウ酸ナトリウム、重クロム酸塩（例えば、重クロム酸ナトリウム）、過硫酸塩
（例えば、ペルオキソ二硫酸カリウム、ペルオキソ一硫酸カリウム）、ピリジニウムクロ
ロクロメート、ハイポハロ酸塩（例えば、次亜塩素酸ナトリウム）、求電子的試薬存在下
でのジメチルスルホキシド、ｔｅｒｔ－ブチルハイドロパーオキシド、３－クロロ過安息
香酸、２，２－ジメチルプロパナール、デス－マーティン－ペルヨージナン、オキサリル
クロライド、尿素－過酸化水素付加物、尿素過酸化物、２－ヨード安息香酸、ペルオキソ
一硫酸カリウム、ｍ－クロロ過安息香酸、Ｎ－メチルモルホリンＮ－オキシド、２－メチ
ルプロプ－２－イルハイドロパーオキシド、過酢酸、ピバルアルデヒド、四酸化オスミウ
ム、オキソン類、ルテニウム（ＩＩＩ）塩類とルテニウム（ＩＶ）塩類、酸素存在下での
２，２，６，６－テトラメチルピペリジニルＮ－オキシド、トリアセトキシペルヨージナ
ン、トリフルオロ過酢酸、トリメチルアセトアルデヒド、硝酸アンモニウムがあげられる
。放出プロセスを改善するために、このプロセス中で必要に応じて温度を上げることがで
きる。
【０２２８】
　マンガン酸塩（例えば、過マンガン酸カリウム、マンガン酸カリウム、過マンガン酸ナ
トリウム、マンガン酸ナトリウム）、過酸化水素、Ｎ－メチル－モルホリンＮ－オキシド
、過炭酸塩（例えば、過炭酸ナトリウムまたは過炭酸カリウム）、過ホウ酸塩（例えば、
過ホウ酸ナトリウムまたは過ホウ酸カリウム）、過硫酸塩（例えば、過硫酸ナトリウムま
たは過硫酸カリウム）、ペルオキソ二硫酸又は一硫酸のナトリウム、カリウム、およびア
ンモニウム塩、次亜塩素酸ナトリウム、尿素－過酸化水素付加物、オキソハロ酸塩（例え
ば、塩素酸塩または臭素酸塩またはヨウ素酸塩）、過ハロ酸塩（例えば、過ヨウ素酸ナト
リウムまたは過塩素酸ナトリウム）、ペルオキシ硫酸テトラブチルアンモニウム、キノン
類、第二鉄塩溶液、五酸化バナジウム、重クロム酸ピリジニウム、塩酸、臭素、塩素、重
クロム酸塩が好ましい。
【０２２９】
　特に好ましいのは、過マンガン酸カリウム、マンガン酸カリウム、過マンガン酸ナトリ
ウム、マンガン酸ナトリウム、過酸化水素とその付加物、過ホウ酸塩、過炭酸塩、過硫酸
塩、ペルオキソ硫酸塩、次亜塩素酸ナトリウム、およびパークロレート類である。
【０２３０】
　例えばエステル構造を有するマトリックス材料、具体的にはポリエステル系樹脂、ポリ
エステルアクリレート類、ポリエーテルアクリレート類、ポリエステルウレタン中の黒鉛
粒子を露出するには、例えば酸性またはアルカリ性の化学物質及び／又は化学物質混合物
を用いることが好ましい。好ましい酸性の化学物質及び／又は化学物質混合物は、例えば
、塩酸、硫酸、リン酸、または硝酸の濃酸または希酸である。マトリックス材料によって
は有機酸も好適であり、その例としてはギ酸または酢酸があげられる。好適なアルカリ性
化学物質及び／又は化学物質混合物は、例えば塩基であり、具体的には水酸化ナトリウム
溶液、水酸化カリウム溶液、アンモニウムヒドロキシド、または炭酸ナトリウムや炭酸カ
リウムなどのカーボネート類である。放出プロセスを改善するために、このプロセスでは
必要に応じて温度を上げることができる。
【０２３１】
　マトリックス材料中の黒鉛粒子を露出させるために溶媒を用いることもできる。マトリ
ックス材料は溶媒中で溶解するか、溶媒で溶媒和される必要があるため、この溶媒は、適
度にマトリックス材料に適合する必要がある。マトリックス材料が可溶な溶媒を用いる場
合は、基層をほんの短時間溶媒と接触させて、マトリックス材料の上層のみが溶媒和され
分離されるようにする。原理的には、上述の溶媒のいずれを用いてもよい。好ましい溶媒
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は、キシレンや、トルエン、ハロゲン化炭化水素、アセトン、メチルエチルケトン（ＭＥ
Ｋ）、メチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ）、ジエチレングリコールモノブチルエーテル
である。溶解挙動を改善するため、必要なら溶解処理中に温度をあげてもよい。
【０２３２】
　化学めっき及び／又は電解めっき法により析出した一層以上の金属層の厚みは、当業界
の熟練者には既知で、従来の範囲であり、本発明に特に重要なわけではない。
【０２３３】
　特に好ましい導電性部品、特にプリント基板用の金属化基板は、化学めっき及び／又は
電解めっき法により析出させた、少なくとも一層の金属層を、特に銅層、銀層または金層
を有している。
【０２３４】
　装飾分野で使用するための特に好ましい金属化基板は、化学めっき及び／又は電解めっ
き法により析出させた銅層と化学めっき及び／又は電解めっき法によりその上に析出させ
たニッケル層とその上に析出させたクロム層、銀層、または金層を有している。
【０２３５】
　適当なら文献に記載で当業界の熟練者には既知の方法で導電回路構造を形成した後のこ
れらの金属化基板は、導電性部品として、特にプリント基板、ＲＦＩＤアンテナ、トラン
スポンダアンテナ、または他のアンテナ構造、スイッチ、センサー、ＭＩＤ、および吸収
器やアッテネーターなどのＥＭＩ遮蔽材料（即ち、電磁障害防止用材料）として、電磁放
射線の反射体として、またガスバリア材または装飾材として好適であり、特に自動車分野
や、衛生分野、玩具分野、家庭用品分野、オフィス分野での装飾材として好適である。
【０２３６】
　これら用途の例としては、コンピューターのケースや、電子部品のケース、軍事用／非
軍事用遮蔽装置、シャワー取付具や洗面台取付具、シャワーヘッド、シャワーレール、シ
ャワー保持具、金属化ドアハンドルやドアつまみ、トイレット紙ロール保持具、バスタブ
グリップ、家具や鏡の金属化装飾板、シャワー間仕切り用のフレームがあげられる。
【０２３７】
　さらに、自動車分野での金属化プラスチック表面材、具体的には装飾板や、外部ミラー
、ラジエータグリル、フロント末端の金属化、空気翼表面、外部ボディ部材、ドア敷居、
交換用レッド板があげられる。
【０２３８】
　プラスチックから製造可能な部品とは、特に、従来部分的または完全に金属により製造
されてきた部品をいう。その例としては、プライヤや、ドライバ、ドリル、ドリルチャッ
ク、のこぎりの刃、リングレンチ、開放あご型レンチなどの工具があげられる。　
　磁化性金属を含む場合は、金属化基板は、磁化性機能的部材として、例えば磁気パネル
、磁気ゲーム、冷蔵庫ドアなどの磁気表面としても使用できる。これらは、高い熱伝導率
が有利な分野にも、具体的には弁座加熱システム用や床暖房システム用、絶縁材料用の箔
中にも応用可能である。
【０２３９】
　本発明はまた、基板表面に、金属層の形成のための上述の発明方法で得られる少なくと
も部分的に導電性の金属層を与える。
【０２４０】
　この種の基板表面は、導電または伝熱のために、電磁波遮蔽のために、あるいは磁化の
ために利用できる。
【０２４１】
　本発明はまた、本発明の分散液の金属層形成のための利用を提供する。
【０２４２】
　本発明の基板表面、また本発明のプロセスは、特に以下に示すいろいろな用途に用いる
ことができる。
【０２４３】



(37) JP 5575669 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

　本発明の基板表面及び／又は本発明のプロセスは、例えばプリント基板上の導電回路の
形成に好適である。これらのプリント基板の例としては、多層の内部および外部の層を持
つもの、マイクロバイアスでチップ－オン－ボードの柔軟性及び剛直プリント基板があげ
られ、これらは、例えば、コンピューターや、電話、テレビ、電気自動車部品、キーボー
ド、ラジオ、ビデオ装置、ＣＤ装置、ＣＤ－ＲＯＭ装置、ＤＶＤ装置、ゲーム操作盤、測
定・制御装置、センサー、電気厨房機器、電気玩具等の製品に取り付けられる。
【０２４４】
　本発明のプロセスは、また柔軟性を持つ回路の裏打ち材上の導電性構造物を覆うために
も使用できる。これらの柔軟性を持つ回路裏打ち材は、例えば、その上に導電性構造が印
刷される上述の裏打ち材からなるプラスチック箔である。本発明のプロセスは、またＲＦ
ＩＤアンテナ、トランスポンダアンテナ、またはアンテナ構造物、チップカードモジュー
ル、リボンケーブル、弁座加熱システム、箔導電体、太陽電池やＬＣＤ表示画面やプラズ
マ表示画面中の導電回路、箔キャパシターまたはその他のキャパシター、抵抗体、放熱体
、または電気ヒューズの製造に好適であり、あるいは片面または両面に特定の層厚で金属
塗装した高分子担体、または３Ｄ成形の接続装置などの電解めっきプロセスで塗装された
何らかの形状の製品の製造に、また使用する製品あるいは包材として用いられる製品上に
、装飾表面または電磁波遮蔽や伝熱用の機能的表面を形成するために好適である。
【０２４５】
　また、有機電子部品と接触するアンテナの製造に、あるいは電磁遮蔽（ＥＭＩ）のため
に非導電性材料の表面に塗膜を形成するために使用することもできる。
【０２４６】
　また、非導電性材料からなる構造を持つ高周波信号用の導波路を製造する際に、機械的
補強のために金属性内部塗装を行うこともできる。この基板表面は、箔キャパシターの一
部であってもよい。
【０２４７】
　もう一つの可能な用途は、燃料電池用のバイポーラ板のフローフィールドの分野である
。
【０２４８】
　上述の非導電性基板からなる成形物の金属化による装飾のために、非構造性または構造
性の導電層を形成することも可能である。
【０２４９】
　本発明の分散液と本発明の基板表面と用いる本発明の金属層形成プロセスの適用範囲は
、基板が非導電性である金属化基板の、特にスイッチやセンサー、電磁波吸収材、または
ガスバリア材、または装飾材（特に、自動車剤分野、衛生分野、玩具分野、家庭用品分野
、オフィス分野用の装飾材）、包装材、箔としての用途の金属化基板の低コスト製造を可
能とする。本発明は、紙幣やクレジットカード、個人識別書類などの機密印刷の分野でも
使用可能である。本発明の方法は、織布の電気的磁気的官能化（送信器、ＲＦＩＤアンテ
ナやトランスポンダアンテナ等アンテナ、センサー、加熱素子、静電防止システム（プラ
スチック用も含む）、遮蔽システムなど）に用いることができる。
【０２５０】
　また、従来より部品的または完全に金属から生産されてきた部品の製造に、非導電材料
を使うことも可能である。その例としては、立下り管や、雨どい、ドア、窓枠があげられ
る。
【０２５１】
　集積電気モジュール上に、接触部または接触パッドまたは配線を形成することもできる
。
【０２５２】
　薄い金属箔、または片面または表面が積層されたポリマー裏打ち材、または金属化プラ
スチック表面、例えば装飾板または外部ミラーを製造することもできる。
【０２５３】
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　本発明の分散液及び／又はプロセスは、例えばプリント基板、ＲＦＩＤアンテナ、トラ
ンスポンダアンテナ、リボンケーブル、または薄膜導電体中の孔、例えばめくら孔やバイ
アス孔などの上下側を接触させるため孔の金属化にも利用できる。これは、他の基板が用
いられる場合にも適用される。
【０２５４】
　本発明で金属化された基板表面の好ましい用途は、得られる基板が、導電回路、ＲＦＩ
Ｄアンテナ、トランスポンダアンテナ、弁座加熱システム、リボンケーブル、無接触チッ
プカード、金属薄膜、または片面または両面積層型のポリマー裏打ち材、薄膜導電体、太
陽電池またはＬＣＤ表示画面またはプラズマ表示画面中の導電回路となる用途や、例えば
包装材などの装飾用途である。
【０２５５】
　本発明の分散液とプロセスは、特に導電性ラッカーまたは導電性分散液を用いて、非電
気伝導性基板の金属塗装用の最適システムを、即ち、低重量、高接着、高分散性、高流動
性、高電気伝導度からなる改善された組合せの性質をもつシステムを提供するのに極めて
重要である。さらに、本発明の分散液とプロセスとを用いて、非導電性材料上に均一で連
続的な金属層を形成することができる。
【０２５６】
　無電流法及び／又は電解めっき法による塗装の後、基板をさらに当業界の熟練者には既
知のいずれかの工程を用いて加工してもよい。例えば、残留する電解質の残渣を水洗によ
り基板から除き、及び／又はこの基板を乾燥してもよい。
【０２５７】
　本発明の方法では、化学めっき及び／又は電解めっき法により金属塩溶液から金属を析
出させることにより、基板上への金属層の形成が改善される。特に、本発明の方法により
、基板に対して接着のよい金属層が、比較的短い電解めっき時間で低コストで高品質で基
板上に形成される。得られる金属化基板は比較的軽い。
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